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1　は誰か                                      じめに仏教を伝えたのは誰か                                      
　わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      史に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか枝葉末節のことではなく、その根幹にかのことでは誰か                                      なく、その根幹にかに仏教を伝えたのは誰か                                      か
かわる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかです。それは誰か                                      何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えた僧の名、およびその人の名、およびその人
物に関する伝承がない事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      関する伝承がない事です。する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      承がない事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかない事です。事です。です。
　この欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかは誰か                                      何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      よっても枝葉末節のことではなく、その根幹にかたらされたのでしょうか。長年月による風化、それとも伝承すに仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人風化、それとも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      承がない事です。す
る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      足らぬ事とされたのでしょうか。らぬ事とされたのでしょうか。事です。とされたのでしょうか。
　仏法を伝えた僧の名、およびその人僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰師資相承がない事です。ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰弟子が代々引き継いでいくことは信仰が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか代々引き継いでいくことは信仰き継いでいくことは信仰継いでいくことは信仰い事です。でい事です。くことは誰か                                      信仰
上欠くことのでき継いでいくことは信仰ない事です。重大事です。であり、自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こらの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こを伝えたのは誰か                                      証明する上でも、この法脈の由緒こする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人上でも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、この法を伝えた僧の名、およびその人脈の由緒この由緒ここ
そ何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      おい事です。ても枝葉末節のことではなく、その根幹にか主張し、伝承しなければならないものであったはずです。その証拠に、二し、伝えたのは誰か                                      承がない事です。しなければならない事です。も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのであったは誰か                                      ずです。その証拠に、二に仏教を伝えたのは誰か                                      、二
十一世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法の今日に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。ても枝葉末節のことではなく、その根幹にか、仏教を伝えたのは誰か                                      諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法は誰か                                      その因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法って立つ経典とともに宗祖以来代々の法つ経典とともに宗祖以来代々の法経典とともに宗祖以来代々の法ととも枝葉末節のことではなく、その根幹にかに仏教を伝えたのは誰か                                      宗祖以来代々の法を伝えた僧の名、およびその人
系を伝えています。を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えてい事です。ます。
解説：【師資相承がない事です。】ししそうしょう　とは、ししそうしょう　とは誰か                                      、仏教を伝えたのは誰か                                      のことばで、師匠の技術や教えを、弟子の技術や教えを、弟子や教えを、弟子教を伝えたのは誰か                                      えを伝えたのは誰か                                      、弟子が代々引き継いでいくことは信仰
が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか代々引き継いでいくことは信仰き継いでいくことは信仰継いでいくことは信仰い事です。でい事です。くこと。 また、芸能の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 を伝えたのは誰か                                      、師が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか口頭で弟子に伝えていくこと。 で弟子が代々引き継いでいくことは信仰に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えてい事です。くこと。 
「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ師資」は誰か                                      、師匠の技術や教えを、弟子と弟子が代々引き継いでいくことは信仰のこと。 「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ相承がない事です。」は誰か                                      、相手へと受け継ぐことで、「そうじょへと受け継ぐことで、「そうじょけ継いでいくことは信仰ぐことで、「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょそうじょ
う」とも枝葉末節のことではなく、その根幹にか読む。む。　出典とともに宗祖以来代々の法：-学研 四字熟語辞典とともに宗祖以来代々の法
　また、同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名アジアの諸国に仏教を伝えたのは誰か                                      、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名では誰か                                      それぞれ仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      した僧の名、およびその人の名
前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記録されています。『三国史記』の次の記事です。されてい事です。ます。『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史記』の次の記事です。の記事です。です。
(1)(小獣林王二年･三七二)夏六月による風化、それとも伝承す、秦王符堅、使を遣わす。及び浮屠を伝えたのは誰か                                      遣わす。及び浮屠わす。及び浮屠び浮屠(僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰)順道、仏像･経
文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。を伝えたのは誰か                                      送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。王、使を遣わす。及び浮屠を伝えたのは誰か                                      遣わす。及び浮屠わし、廻謝し、以て方物を貢す。し、以て方物に関する伝承がない事です。を伝えたのは誰か                                      貢す。す。
(2)(同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名四年･三七四)僧の名、およびその人、阿道来る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
(3)(同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名五年･三七五)二月による風化、それとも伝承す、始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、を伝えたのは誰か                                      創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、め、以て順道を伝えたのは誰か                                      置く。又、伊弗蘭寺を創め、く。又、伊弗蘭寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、を伝えたのは誰か                                      創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、め、
以て阿道を伝えたのは誰か                                      置く。又、伊弗蘭寺を創め、く。此れ、海東仏法の始め。れ、海東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名仏法を伝えた僧の名、およびその人の始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、め。(高句麗本紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法、第六)
(4)(沈流王元年･三八四)九月による風化、それとも伝承す、胡僧の名、およびその人、摩羅難陀、晋より至る。王、之を迎え、宮内に致しより至る。王、之を迎え、宮内に致しる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。王、之を迎え、宮内に致しを伝えたのは誰か                                      迎え、宮内に致しえ、宮内に致しに仏教を伝えたのは誰か                                      致しし、
礼敬す。仏法、此に始まる。す。仏法を伝えた僧の名、およびその人、此れ、海東仏法の始め。に仏教を伝えたのは誰か                                      始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
(5)(同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名二年･三八五)春二月による風化、それとも伝承す、仏寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、を伝えたのは誰か                                      漢山に仏教を伝えたのは誰か                                      創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、め、僧の名、およびその人十人を伝えたのは誰か                                      度す。す。(百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名本紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法、第二)
　高句麗では誰か                                      順道･阿道、二人の僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法のて、寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、院を建立寄進したことを以て、海東仏法のを伝えたのは誰か                                      建立つ経典とともに宗祖以来代々の法寄進したことを以て、海東仏法のしたことを伝えたのは誰か                                      以て、海東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名仏法を伝えた僧の名、およびその人の
始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めとされてい事です。ます。これは誰か                                      公伝えたのは誰か                                      のことでしょう。またこれより早く、『三国遺事』はく、『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      遺事です。』は誰か                                      
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      引き継いでいくことは信仰用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。し三世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法の朝鮮半島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人へ、我道に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人私伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えてい事です。ます。
　按ずるに、『我道本碑』に云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間ずる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。我道本碑』に仏教を伝えたのは誰か                                      云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間う。我道は誰か                                      高麗の人なり。母は高道寧。正始の間は誰か                                      高道寧。正始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の間(二四〇
〜二四九)。曹魏の人。我、姓我なり。崛摩くつま、使を句麗に奉ず。之を私して還る。の人。我、姓我なり。崛摩くつ経典とともに宗祖以来代々の法ま、使を遣わす。及び浮屠を伝えたのは誰か                                      句麗に仏教を伝えたのは誰か                                      奉ず。之を私して還る。ず。之を迎え、宮内に致しを伝えたのは誰か                                      私して還る。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法りて娠有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の母は高道寧。正始の間、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩せしむ。年十六に仏教を伝えたのは誰か                                      して魏の人。我、姓我なり。崛摩くつま、使を句麗に奉ず。之を私して還る。に仏教を伝えたのは誰か                                      帰し、省して崛摩し、省して崛摩して崛摩
を伝えたのは誰か                                      覲る。玄彰和尚の講下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。玄彰和尚の講下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。の講下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。に仏教を伝えたのは誰か                                      投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。に仏教を伝えたのは誰か                                      就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。く。年十九。又、母は高道寧。正始の間に仏教を伝えたのは誰か                                      帰し、省して崛摩寧す。母は高道寧。正始の間謂いて曰く。い事です。て曰く。く。
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。此れ、海東仏法の始め。の国に仏教を伝えたのは誰か                                      、今に仏教を伝えたのは誰か                                      仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      知らず〜｣……。らず〜｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。……。(『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      遺事です。」巻二、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。阿道基羅｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。)
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　百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。ても枝葉末節のことではなく、その根幹にか同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名様で、胡僧摩羅難陀まらなんだの名前が伝えられ、仏寺が建立されてで、胡僧の名、およびその人摩羅難陀まらなんだの名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      えられ、仏寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか建立つ経典とともに宗祖以来代々の法されて
い事です。ます。このように仏教を伝えたのは誰か                                      四世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法後半に仏教を伝えたのは誰か                                      朝鮮半島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人の国に仏教を伝えたのは誰か                                      々へ仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか公伝えたのは誰か                                      し、伝えたのは誰か                                      えた僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰を伝えたのは誰か                                      供養したした
ことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかかかわらず、わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかたらした僧の名、およびその人の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      
わってい事です。ません。また、その法を伝えた僧の名、およびその人脈の由緒こを伝えたのは誰か                                      主張し、伝承しなければならないものであったはずです。その証拠に、二する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法の存在、これも枝葉末節のことではなく、その根幹にか聞くことができません。くことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかでき継いでいくことは信仰ません。
言うならばうならばわが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      界において、釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て、釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。に仏教を伝えたのは誰か                                      次の記事です。い事です。で語られる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人べき継いでいくことは信仰大恩人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか不明する上でも、この法脈の由緒こなのです。
　この問題はわが国への仏教初伝と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸は誰か                                      わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      への仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸の関する伝承がない事です。係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸を伝えたのは誰か                                      持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸ちますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      関する伝承がない事です。する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人古今の諸
説に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て、伝えたのは誰か                                      えた僧の名、およびその人の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。や教えを、弟子伝えたのは誰か                                      承がない事です。の不明する上でも、この法脈の由緒こを伝えたのは誰か                                      真正面から論じたものは少ないようです。わから論じたものは少ないようです。わじたも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのは誰か                                      少ないようです。わない事です。ようです。わ
ずかに仏教を伝えたのは誰か                                      、中小路駿逸氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか近年この問題はわが国への仏教初伝と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸を伝えたのは誰か                                      提起し、考証を進められたのを知るのみです。し、考証を伝えたのは誰か                                      進したことを以て、海東仏法のめられたのを伝えたのは誰か                                      知らず〜｣……。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のみです。
(注①)　したが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかって本稿では、わが国における仏教初伝の年次と、伝えた僧の所伝追究をでは誰か                                      、わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      の年次の記事です。と、伝えたのは誰か                                      えた僧の名、およびその人の所伝えたのは誰か                                      追究をを伝えたのは誰か                                      
テーマとしました。としました。
解説：『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史記』（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰さんごくしき継いでいくことは信仰）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      、高麗 17代仁宗の命を受けて金富軾が撰した、を伝えたのは誰か                                      受け継ぐことで、「そうじょけて金富軾が撰した、が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか撰した、した、
三国に仏教を伝えたのは誰か                                      時代（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰新羅・高句麗・百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名）弟子が代々引き継いでいくことは信仰から統一新羅末期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝までを伝えたのは誰か                                      対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸象とする紀伝体の歴史書。朝とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法伝えたのは誰か                                      体の歴史書。朝の歴史書。朝
鮮半島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      現存する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人最古の歴史書。1143 年執筆開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、、1145 年完成、全 50巻。
出典とともに宗祖以来代々の法: フリー百科事です。典とともに宗祖以来代々の法『三国史記』の次の記事です。ウィキペディア（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰Wikipedia）弟子が代々引き継いでいくことは信仰』
解説：『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      遺事です。』（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰さんごくい事です。じ）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      、13 世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法末に仏教を伝えたのは誰か                                      高麗の高僧の名、およびその人一然（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰1206年 - 1289
年）弟子が代々引き継いでいくことは信仰に仏教を伝えたのは誰か                                      よって書かれた私撰した、の史書。大部分の撰述の時期はの撰した、述の時期はの時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝は誰か                                      1270 年代後半から 1280 年代
中頃であり、一然の没後に弟子の無極（宝鑑国師の混丘）が補筆・署名し、刊行されたとであり、一然の没後に仏教を伝えたのは誰か                                      弟子が代々引き継いでいくことは信仰の無極（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰宝鑑国に仏教を伝えたのは誰か                                      師の混丘）弟子が代々引き継いでいくことは信仰が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか補筆・署名し、刊行されたとされたと
見られる。出典られる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。出典とともに宗祖以来代々の法: フリー百科事です。典とともに宗祖以来代々の法『三国史記』の次の記事です。ウィキペディア（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰Wikipedia）弟子が代々引き継いでいくことは信仰』
解説： 中小路駿逸　１９３２年、兵庫県神戸市に生まれる。１９５３年、京都大学文学に仏教を伝えたのは誰か                                      生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩まれる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。１９５３年、京都大学文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学
部文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学科卒業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰国に仏教を伝えたのは誰か                                      文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学専攻）弟子が代々引き継いでいくことは信仰以来、兵庫県明する上でも、この法脈の由緒こ石市に生まれる。１９５３年、京都大学文学で高校教を伝えたのは誰か                                      諭、明する上でも、この法脈の由緒こ石高専教を伝えたのは誰か                                      諭。１９６９年、
愛媛大学教を伝えたのは誰か                                      養した学部教を伝えたのは誰か                                      授。１９８４年、大阪大学医療技術や教えを、弟子短期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝大学部教を伝えたのは誰か                                      授。１９８７年、追
手へと受け継ぐことで、「そうじょ門学院を建立寄進したことを以て、海東仏法の大学文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学部教を伝えたのは誰か                                      授、国に仏教を伝えたのは誰か                                      文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学・国に仏教を伝えたのは誰か                                      語学担当。２０００年、追手へと受け継ぐことで、「そうじょ門学院を建立寄進したことを以て、海東仏法の大学名誉教を伝えたのは誰か                                      授。
２００６年、逝去（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたものです）は誰か                                      この書籍が刊行された当時に掲載されていたものです）が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか刊行されたとされた当時に仏教を伝えたのは誰か                                      掲載されていたものです）されてい事です。たも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのです）弟子が代々引き継いでいくことは信仰
　大和王権は九州の王権の傍流だったは誰か                                      九州の王権の傍流だったの王権は九州の王権の傍流だったの傍流だった!　文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。武天皇即位の宣命は、九州の「倭国」が受けの宣命を受けて金富軾が撰した、は誰か                                      、九州の王権の傍流だったの「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      」が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか受け継ぐことで、「そうじょけ
継いでいくことは信仰ぐ本流の名分の撰述の時期はを伝えたのは誰か                                      大和の王権は九州の王権の傍流だったが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか継いでいくことは信仰承がない事です。した宣言うならばである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことを伝えたのは誰か                                      指摘。大和なる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の王権は九州の王権の傍流だった以
外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論に仏教を伝えたのは誰か                                      中心的権は九州の王権の傍流だった力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論は誰か                                      なかったとする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論」は誰か                                      、根拠に、二が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかなく学理上無効であることを論である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことを伝えたのは誰か                                      論じたものは少ないようです。わ
証し、真実の古代史像を描き出す。の古代史像を伝えたのは誰か                                      描き出す。き継いでいくことは信仰出す。出典とともに宗祖以来代々の法：九州の王権の傍流だった王権は九州の王権の傍流だったと大和王権は九州の王権の傍流だった 中小路駿逸遺稿では、わが国における仏教初伝の年次と、伝えた僧の所伝追究を集　より
 
解説：摩羅難陀（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰まらなんだ、生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩没年不詳）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      、は誰か                                      じめて百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えたとい事です。う西域
または誰か                                      インド出身の僧。出典出身の僧。出典の僧の名、およびその人。出典とともに宗祖以来代々の法: フリー百科事です。典とともに宗祖以来代々の法『三国史記』の次の記事です。ウィキペディア（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰Wikipedia）弟子が代々引き継いでいくことは信仰』
２．倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      の黎明する上でも、この法脈の由緒こ……その伝えたのは誰か                                      来の時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝
　(１)『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      の証言うならば
　わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      への仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      歴観（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰みわたす）弟子が代々引き継いでいくことは信仰でき継いでいくことは信仰る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人第一史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国は誰か                                      、中国に仏教を伝えたのは誰か                                      の史書『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      
伝えたのは誰か                                      でしょう。国に仏教を伝えたのは誰か                                      外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      (九州の王権の傍流だった王朝)の仏法を伝えた僧の名、およびその人記事です。を伝えたのは誰か                                      記した同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名書の史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国価値
の高い事です。ことは誰か                                      云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間うまでも枝葉末節のことではなく、その根幹にかありませんが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、残念」は、根拠がなく学理上無効であることを論なが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にから仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      関する伝承がない事です。する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人諸説に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て、その
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記すところを伝えたのは誰か                                      深く掘り下げて論じたものは少ないようです。倭国への仏教初伝時期の分析く掘り下げて論じたものは少ないようです。倭国への仏教初伝時期の分析り下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。げて論じたものは少ないようです。わじたも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのは誰か                                      少ないようです。わない事です。ようです。倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      への仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の分の撰述の時期は析
に仏教を伝えたのは誰か                                      あたり、まずは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      見られる。出典る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことに仏教を伝えたのは誰か                                      しましょう。
※ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      のｲ妥国伝の証言妥(たい事です。)は誰か                                      、人偏に妥。ユニコード番号に仏教を伝えたのは誰か                                      妥。ユニコード出身の僧。出典番号 4FC0
　文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字無し。唯、刻木結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のみ。仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      敬す。仏法、此に始まる。す。百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      於て仏経を求得し、始めて文字て仏経を伝えたのは誰か                                      求得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法のし、始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字
有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩り。
　『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      のこの一節のことではなく、その根幹にかに仏教を伝えたのは誰か                                      問題はわが国への仏教初伝と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸を伝えたのは誰か                                      解く鍵が秘められています。この一節は仏教初伝が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか秘められています。この一節は仏教初伝められてい事です。ます。この一節のことではなく、その根幹にかは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      
記事です。とい事です。うよりも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字(漢字)の歴史を伝えたのは誰か                                      記したも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、その時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝と経緯
の説朗として百済よりの仏教として百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名よりの仏教を伝えたのは誰か                                      (この場合、経典とともに宗祖以来代々の法)伝えたのは誰か                                      来と同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか漢字受け継ぐことで、「そうじょ容の一因の一因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法
として示されています。されてい事です。ます。
　も枝葉末節のことではなく、その根幹にかちろん、この記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか漢字の伝えたのは誰か                                      来経緯のみを伝えたのは誰か                                      記したも枝葉末節のことではなく、その根幹にかので、その時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。てまで述の時期はべ
たも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのでは誰か                                      ない事です。とい事です。う理解も枝葉末節のことではなく、その根幹にか可能の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 ですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      敬す。仏法、此に始まる。い事です。、経典とともに宗祖以来代々の法を伝えたのは誰か                                      求める欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とい事です。う一連の過程がの過程がが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
セットで記されていることから、やはり倭国は仏教の黎明期に漢字の国内公用を開始で記されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことから、や教えを、弟子は誰か                                      り倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      の黎明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、(注
②)したとする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。脈の由緒こ上も枝葉末節のことではなく、その根幹にかっとも枝葉末節のことではなく、その根幹にか自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こ然な読む。解のように仏教を伝えたのは誰か                                      思えます。えます。
　それでは誰か                                      その時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝は誰か                                      隋代(五八一〜六一八)のことでしょうか。結論じたものは少ないようです。わから言うならばえば隋代より
も枝葉末節のことではなく、その根幹にか前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。です。何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人故なら『隋書』ｲ妥国伝の記載例では、隋代になって始めて行われた事績になら『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      の記載されていたものです）例では、隋代になって始めて行われた事績にでは誰か                                      、隋代に仏教を伝えたのは誰か                                      なって始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて行されたとわれた事です。績にに仏教を伝えたのは誰か                                      
つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。ては誰か                                      、そのことを伝えたのは誰か                                      明する上でも、この法脈の由緒こ記してい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人からです。例では、隋代になって始めて行われた事績にえばｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。冠｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の制定の始まりの始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まり
を伝えたのは誰か                                      次の記事です。のように仏教を伝えたのは誰か                                      記してい事です。ます。
　隋に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しり、其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の王始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて冠を伝えたのは誰か                                      制す。錦綵を以て之を為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為を伝えたのは誰か                                      以て之を迎え、宮内に致しを伝えたのは誰か                                      為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為を伝えたのは誰か                                      以て花を鏤め飾りと為を伝えたのは誰か                                      鏤め飾りと為め飾りと為りと為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為
す。
　このように仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。隋に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しり、其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の王始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて冠を伝えたのは誰か                                      制す｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と、隋代に仏教を伝えたのは誰か                                      なって始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めての事です。績にである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こ
とが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されてい事です。ます。この表記例では、隋代になって始めて行われた事績にに仏教を伝えたのは誰か                                      従う限り、漢字や仏教の伝来という注目すべき事件がう限り、漢字や仏教の伝来という注目すべき事件がり、漢字や教えを、弟子仏教を伝えたのは誰か                                      の伝えたのは誰か                                      来とい事です。う注目すべき事件がすべき継いでいくことは信仰事です。件がが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
隋代のことであれば、そのことを伝えたのは誰か                                      記さない事です。とは誰か                                      考えに仏教を伝えたのは誰か                                      くい事です。のです。したが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかって、漢字や教えを、弟子仏
教を伝えたのは誰か                                      経典とともに宗祖以来代々の法の百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名からの伝えたのは誰か                                      来は誰か                                      隋代よりも枝葉末節のことではなく、その根幹にか前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。としなければならない事です。でしょう。また、隋代に仏教を伝えたのは誰か                                      
至る。王、之を迎え、宮内に致しってようや教えを、弟子く倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、したとする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      、日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人の考古学的遺物に関する伝承がない事です。の
状況からしても遅すぎます。からしても枝葉末節のことではなく、その根幹にか遅すぎます。すぎます。(注③) さらに仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      記された欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の伝えたのは誰か                                      来よりも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
遅すぎます。れる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことに仏教を伝えたのは誰か                                      なる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人からです。欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝 552 年と 538年の 2 説あり。
　こうした結論じたものは少ないようです。わ、すなわち倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      への仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来と文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝を伝えたのは誰か                                      関する伝承がない事です。連の過程がしたも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのと
見られる。出典なし、共に五世紀初頭とする見解は、すでに中小路駿逸氏が指摘されているところですに仏教を伝えたのは誰か                                      五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人見られる。出典解は誰か                                      、すでに仏教を伝えたのは誰か                                      中小路駿逸氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか指摘されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ところです。
(注④)
　さて、倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      への仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来の時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝を伝えたのは誰か                                      検討するうえで、『隋書』ｲ妥国伝は一つのヒントをする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人うえで、『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      は誰か                                      一つ経典とともに宗祖以来代々の法のヒントで記されていることから、やはり倭国は仏教の黎明期に漢字の国内公用を開始を伝えたのは誰か                                      
与えてくれました。それは｢刻木結縄えてくれました。それは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。刻木結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字（こくぼくけつじょう）こくぼくけつじょう）｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。記事です。です。この倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      の記録されています。『三国史記』の次の記事です。
方法を伝えた僧の名、およびその人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか漢字に仏教を伝えたのは誰か                                      交替する時期、これが仏教伝来と対をなす事件であることから、日本列島内する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝、これが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来と対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸を伝えたのは誰か                                      なす事です。件がである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことから、日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人内に致し
に仏教を伝えたのは誰か                                      こうした痕跡を見いだすこと、これが次なるテーマです。を伝えたのは誰か                                      見られる。出典い事です。だすこと、これが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか次の記事です。なる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人テーマとしました。です。
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解説：通称：隋書倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      （師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰ずい事です。しょわこくでん）弟子が代々引き継いでいくことは信仰
：正式には、『隋書』巻八十一 東夷伝俀国　と記す。に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。隋書』巻八十一 東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名夷伝えたのは誰か                                      俀国に仏教を伝えたのは誰か                                      　と記す。
底本：石原道博編訳『三国史記』の次の記事です。新訂 魏の人。我、姓我なり。崛摩くつま、使を句麗に奉ず。之を私して還る。志倭人伝えたのは誰か                                      ・後漢書倭伝えたのは誰か                                      ・宋書倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      ・隋書倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      』〈中国に仏教を伝えたのは誰か                                      
正史日本伝えたのは誰か                                      （師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰1）弟子が代々引き継いでいくことは信仰〉（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰岩波文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。庫、岩波書店）弟子が代々引き継いでいくことは信仰
1995 年 5 月による風化、それとも伝承す 6日 第 52刷発行されたと ISBN 4-00-334011-6
底本の親本：百衲本の影印
注釈：原文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。では誰か                                      倭を伝えたのは誰か                                      俀に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法くる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。多利思えます。北孤の北は比の誤りとされる。の北は誰か                                      比の誤りとされる。の誤りとされる。りとされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
出典とともに宗祖以来代々の法：隋書倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                       - Wikisource
　(２)大江匡房｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の証言うならば
　倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字刻木｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。記事です。は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。二中歴』年代歴に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典えますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、九州の王権の傍流だった年号の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。明する上でも、この法脈の由緒こ要｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。年間
(五四一〜五五一年)での｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書出来｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。や教えを、弟子｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字刻木｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。停止記事です。のみで、仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来や教えを、弟子漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し
公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。ては誰か                                      記されてい事です。ません。『三国史記』の次の記事です。隋書』の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。刻木結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。記事です。と何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人らかの関する伝承がない事です。係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸は誰か                                      
ありそうですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、それ以上のことは誰か                                      わからない事です。とせざる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法のない事です。ようです。
　明する上でも、この法脈の由緒こ要 十一年 元辛酉　文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書、始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、出来。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字刻木、止畢。(『三国史記』の次の記事です。二中歴』年代歴)
　ところが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、今一つ経典とともに宗祖以来代々の法わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      記す史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。朝野群載されていたものです）』所収の｢筥埼宮記｣がの｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
あります。大江匡房（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰一〇四一〜一一一一）弟子が代々引き継いでいくことは信仰に仏教を伝えたのは誰か                                      より記されたも枝葉末節のことではなく、その根幹にかので、次の記事です。の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか見られる。出典えます。
　我朝で始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字を伝えたのは誰か                                      書き継いでいくことは信仰、結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字の政に代えること、即ち此の廟に於て創まる。に仏教を伝えたのは誰か                                      代える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こと、即ち此れ、海東仏法の始め。の廟に於て創まる。に仏教を伝えたのは誰か                                      於て仏経を求得し、始めて文字て創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。(｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮
記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。『三国史記』の次の記事です。朝野群載されていたものです）』国に仏教を伝えたのは誰か                                      史大系を伝えています。所収の｢筥埼宮記｣が)
　匡房は誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て、筥埼宮は誰か                                      八幡大菩薩の別宮であり、その本体は応神天皇との別宮であり、その本体の歴史書。朝は誰か                                      応神天皇と
記してい事です。ます。そしてこの記事です。へと続くのですが、文字使用がこの廟において創まったとくのですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字使を遣わす。及び浮屠用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかこの廟に於て創まる。に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まったと
い事です。う内に致し容の一因は誰か                                      注目すべき事件がされます。なぜなら、漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか大和からでは誰か                                      なく、他ならぬ九州ならぬ事とされたのでしょうか。九州の王権の傍流だった
王朝の中枢領域たる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人博多湾岸から始まった。すなわち日本列島内における漢字公用開始のから始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まった。すなわち日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人内に致しに仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人漢字公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の
伝えたのは誰か                                      播の矢印が筑紫から大和やその他の地域へ向いているの矢印が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか筑紫から大和やその他の地域へ向いているから大和や教えを、弟子その他ならぬ九州の地域へ向いているい事です。てい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とい事です。う主張し、伝承しなければならないものであったはずです。その証拠に、二だからです。
　ちなみに仏教を伝えたのは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。石清水八幡文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書』所収の｢筥埼宮記｣がの｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。此れ、海東仏法の始め。廟に於て創まる。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。此れ、海東仏法の始め。朝｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と記されてい事です。ますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、
これなどは誰か                                      単純な誤写というよりも、後代書写者による近畿天皇家一元史観による露骨なな誤りとされる。写というよりも、後代書写者による近畿天皇家一元史観による露骨なとい事です。うよりも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、後代書写というよりも、後代書写者による近畿天皇家一元史観による露骨な者による近畿天皇家一元史観による露骨なに仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩一元史観に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人露骨なな
改変、矢印の方向いている転換(大和からその他ならぬ九州の地域へ)の結果ではないでしようか。では誰か                                      ない事です。でしようか。
　同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の官僚である大江匡房により書きとどめられた点は重要です。といである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人大江匡房に仏教を伝えたのは誰か                                      より書き継いでいくことは信仰とどめられた点は重要です。といは誰か                                      重要です。とい事です。
うのも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩に仏教を伝えたのは誰か                                      とって必ずしも有利とはならない伝承を大江匡房が捏造するとは考ずしも枝葉末節のことではなく、その根幹にか有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩利とは誰か                                      ならない事です。伝えたのは誰か                                      承がない事です。を伝えたのは誰か                                      大江匡房が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか捏造するとは考する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とは誰か                                      考
えに仏教を伝えたのは誰か                                      くく、や教えを、弟子は誰か                                      り筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。当地に仏教を伝えたのは誰か                                      そのような伝えたのは誰か                                      承がない事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか実の古代史像を描き出す。在したこと、その証拠に、二と言うならばえる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人からです。
解説：大江 匡房（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰おおえ の まさふさ）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      、平安時代後期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の公卿、儒学者による近畿天皇家一元史観による露骨な、歌人。大学
頭で弟子に伝えていくこと。 ・大江成衡の子。官位は正二位・権中納言。江帥ごうのそつと号す。藤原伊房・藤原為の子が代々引き継いでいくことは信仰。官位の宣命は、九州の「倭国」が受けは誰か                                      正二位の宣命は、九州の「倭国」が受け・権は九州の王権の傍流だった中納言うならば。江帥ごうのそつと号す。藤原伊房・藤原為ごうのそつ経典とともに宗祖以来代々の法と号す。藤原伊房・藤原為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為
房ととも枝葉末節のことではなく、その根幹にかに仏教を伝えたのは誰か                                      白河朝の「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ三房」と称された。小倉百人一首では権中納言匡房。鎌倉幕府創建では誰か                                      権は九州の王権の傍流だった中納言うならば匡房。鎌倉幕府創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、建
に仏教を伝えたのは誰か                                      功を成した大江広元は曾孫にあたる。出典を伝えたのは誰か                                      成した大江広元は誰か                                      曾孫にあたる。出典に仏教を伝えたのは誰か                                      あたる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。出典とともに宗祖以来代々の法: フリー百科事です。典とともに宗祖以来代々の法『三国史記』の次の記事です。ウィキペディア』
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解説：筥崎宮（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰福岡市に生まれる。１９５３年、京都大学文学東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名区箱崎）弟子が代々引き継いでいくことは信仰：筥崎宮（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      こざき継いでいくことは信仰ぐう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      　筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。国に仏教を伝えたのは誰か                                      一之を迎え、宮内に致し宮で『三国史記』の次の記事です。延喜式には、『隋書』巻八十一 東夷伝俀国　と記す。
神名帳』所載の名神大社であり　別称を「筥崎八幡宮（』所載されていたものです）の名神大社であり　別称を「筥崎八幡宮（であり　別称を伝えたのは誰か                                      「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ筥崎八幡宮（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰hakozaki hachimangu）弟子が代々引き継いでいくことは信仰」とも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
呼ばれます　宇佐神宮（大分県宇佐市）・石清水八幡宮（京都府八幡市）のばれます　宇佐神宮（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰大分の撰述の時期は県宇佐市に生まれる。１９５３年、京都大学文学）弟子が代々引き継いでいくことは信仰・石清水八幡宮（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰京都府八幡市に生まれる。１９５３年、京都大学文学）弟子が代々引き継いでいくことは信仰の 2社であり　別称を「筥崎八幡宮（に仏教を伝えたのは誰か                                      鶴岡八
幡宮（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰神奈川県鎌倉市に生まれる。１９５３年、京都大学文学）弟子が代々引き継いでいくことは信仰or筥崎八幡宮（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰当社であり　別称を「筥崎八幡宮（）弟子が代々引き継いでいくことは信仰のい事です。ずれかを伝えたのは誰か                                      合わせて三大八幡宮とも枝葉末節のことではなく、その根幹にか呼ばれます　宇佐神宮（大分県宇佐市）・石清水八幡宮（京都府八幡市）の
ばれます。筥崎宮 hpより転載されていたものです）。
解説：『三国史記』の次の記事です。二中歴』（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰に仏教を伝えたのは誰か                                      ちゅうれき継いでいくことは信仰）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      、鎌倉時代初に仏法を伝えた僧の名、およびその人期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      成立つ経典とともに宗祖以来代々の法したとされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人事です。典とともに宗祖以来代々の法である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
その内に致し容の一因は誰か                                      、平安時代後期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      成立つ経典とともに宗祖以来代々の法した「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ掌中歴（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰しょうちゅうれき継いでいくことは信仰）弟子が代々引き継いでいくことは信仰」と「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ懐中歴（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰かい事です。
ちゅうれき継いでいくことは信仰）弟子が代々引き継いでいくことは信仰」の内に致し容の一因を伝えたのは誰か                                      あわせて編集したも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのとされてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。現代では誰か                                      「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ掌中歴」の一部
が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか現存する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のみとなっており、二中歴が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかこれらの存在を伝えたのは誰か                                      知らず〜｣……。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人手へと受け継ぐことで、「そうじょが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかかりとなってい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
　掌中歴と懐中歴は誰か                                      三善為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為康（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰1049-1139）弟子が代々引き継いでいくことは信仰の手へと受け継ぐことで、「そうじょに仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人、平安時代後期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝のも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのと推定の始まりされ
てい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、二中歴の編纂が誰によるものであるかは不明である。現代には尊経閣文庫本とが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人かは誰か                                      不明する上でも、この法脈の由緒こである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。現代に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      尊経閣文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。庫本と
呼ばれます　宇佐神宮（大分県宇佐市）・石清水八幡宮（京都府八幡市）のばれる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人、加賀・前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。田家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      わる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人古写というよりも、後代書写者による近畿天皇家一元史観による露骨な本が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか残されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のみで、これは誰か                                      鎌倉時代後期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝から
室町時代に仏教を伝えたのは誰か                                      かけての、後醍醐天皇のころに仏教を伝えたのは誰か                                      作られたと考えられている。「掌中歴」の序文られたと考えられてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ掌中歴」の序文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。
に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      源為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為憲『三国史記』の次の記事です。口遊』の内に致し容の一因が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか充分の撰述の時期はでない事です。ので新たに仏教を伝えたのは誰か                                      編纂が誰によるものであるかは不明である。現代には尊経閣文庫本としたと記されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
出典とともに宗祖以来代々の法: フリー百科事です。典とともに宗祖以来代々の法『三国史記』の次の記事です。ウィキペディア（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰Wikipedia）弟子が代々引き継いでいくことは信仰』
　ところで、わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      での結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人政に代えること、即ち此の廟に於て創まる。治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟から文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字使を遣わす。及び浮屠用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      代わった出発地点は重要です。といとされたこの廟に於て創まる。
とは誰か                                      誰か                                      の廟に於て創まる。でしょうか。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。後段に次の記事が見えます。に仏教を伝えたのは誰か                                      次の記事です。の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか見られる。出典えます。
　仲哀天皇、即ち是れ大菩薩の考の廟也。れ大菩薩の別宮であり、その本体は応神天皇との考の廟に於て創まる。也。
　匡房は誰か                                      筥埼宮を伝えたのは誰か                                      大菩薩の別宮であり、その本体は応神天皇と(応神)の考(父の意の意)、仲哀天皇の廟に於て創まる。と考えてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、これ
らの所伝えたのは誰か                                      や教えを、弟子｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字の政に代えること、即ち此の廟に於て創まる。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の語句などは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。古事です。記』や教えを、弟子『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      見られる。出典えぬ事とされたのでしょうか。も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのであり、や教えを、弟子
は誰か                                      り北部九州の王権の傍流だったの現地伝えたのは誰か                                      承がない事です。と思えます。われます。平安後期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の歌人･漢学者による近畿天皇家一元史観による露骨なであった大江匡房は誰か                                      大宰
権は九州の王権の傍流だった帥ごうのそつと号す。藤原伊房・藤原為も枝葉末節のことではなく、その根幹にか務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言めており、筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。筥埼宮に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。ての知らず〜｣……。見られる。出典も枝葉末節のことではなく、その根幹にか得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法のや教えを、弟子すかったようです。なお、ここに仏教を伝えたのは誰か                                      言うならば
う応神や教えを、弟子仲哀は誰か                                      本来九州の王権の傍流だった王朝王家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の伝えたのは誰か                                      承がない事です。であったも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、後代に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。
でも枝葉末節のことではなく、その根幹にかって語られたも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのと理解する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人べき継いでいくことは信仰でしょう。たとえば『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』神功を成した大江広元は曾孫にあたる。出典紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て、
『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      志』魏の人。我、姓我なり。崛摩くつま、使を句麗に奉ず。之を私して還る。志倭人伝えたのは誰か                                      などに仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人邪馬壹国に仏教を伝えたのは誰か                                      の女王卑弥呼ばれます　宇佐神宮（大分県宇佐市）・石清水八幡宮（京都府八幡市）のや教えを、弟子壱與の事績が神功皇后の事績の事です。績にが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか神功を成した大江広元は曾孫にあたる。出典皇后の事績の事です。績に
として転用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のと同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名じ手へと受け継ぐことで、「そうじょ法を伝えた僧の名、およびその人です。
　それでは誰か                                      応神天皇の時代とは誰か                                      い事です。つ経典とともに宗祖以来代々の法のことでしょうか。皇暦では三世紀末から四世紀初めでは誰か                                      三世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法末から四世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人め
とされてい事です。ますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』応神天皇十五年に仏教を伝えたのは誰か                                      、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の学者による近畿天皇家一元史観による露骨な阿直岐が来朝して、時のが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか来朝して、時の
太子が代々引き継いでいくことは信仰菟道稚郎子が代々引き継いでいくことは信仰（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰うじのわき継いでいくことは信仰い事です。らつ経典とともに宗祖以来代々の法こ）弟子が代々引き継いでいくことは信仰に仏教を伝えたのは誰か                                      学問を伝えたのは誰か                                      講じ、さらに仏教を伝えたのは誰か                                      太子が代々引き継いでいくことは信仰の要請により、その翌に仏教を伝えたのは誰か                                      より、その翌
年の二月による風化、それとも伝承す、博士王仁が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか招かれて来朝した記事が見えます。そして、王仁来朝の歳かれて来朝した記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか見られる。出典えます。そして、王仁来朝の歳(応神元
年は誰か                                      庚寅かのえとらなので、同十六年は乙巳きのとみに当たりますかのえとらなので、同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名十六年は誰か                                      乙巳きのとみに当たりますき継いでいくことは信仰のとみに仏教を伝えたのは誰か                                      当たります)に仏教を伝えたのは誰か                                      、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の阿莘王あ
しんおう(『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』は誰か                                      阿花を鏤め飾りと為王とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人)が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか死亡したと記されています。『三国史記』は阿したと記されてい事です。ます。『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史記』は誰か                                      阿
莘王の死亡したと記されています。『三国史記』は阿を伝えたのは誰か                                      四〇五乙巳きのとみに当たります年としており、『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』の死亡したと記されています。『三国史記』は阿記事です。の年と干支が一致しますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか一致しします
から、応神朝の実の古代史像を描き出す。年代は誰か                                      四〇五年前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。後と考えられる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
　ここに仏教を伝えたのは誰か                                      い事です。たって、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の記事です。を伝えたのは誰か                                      次の記事です。の様で、胡僧摩羅難陀まらなんだの名前が伝えられ、仏寺が建立されてに仏教を伝えたのは誰か                                      理解でき継いでいくことは信仰る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人でしょう。四世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法末から五世
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紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法の初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 、九州の王権の傍流だったは誰か                                      筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。筥埼の地より漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、され、それまでの｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字の政に代えること、即ち此の廟に於て創まる。治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。
に仏教を伝えたのは誰か                                      とって代わったと。この帰し、省して崛摩結は誰か                                      、九州の王権の傍流だった王朝への仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来と漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかとも枝葉末節のことではなく、その根幹にかに仏教を伝えたのは誰か                                      
五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人中小路氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。の説と一致しする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
　今一歩、論じたものは少ないようです。わを伝えたのは誰か                                      すすめましょう。漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の定の始まり義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 として中小路氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。は誰か                                      、王と臣下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。との
あい事です。だ、臣下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。と臣下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。のあい事です。だでの漢字漢文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人や教えを、弟子りとりとされました。既に三世紀からに仏教を伝えたのは誰か                                      三世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法から
中国に仏教を伝えたのは誰か                                      の天子が代々引き継いでいくことは信仰へ上表文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。を伝えたのは誰か                                      提出(卑弥呼ばれます　宇佐神宮（大分県宇佐市）・石清水八幡宮（京都府八幡市）のの上表文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。。漢字の国に仏教を伝えたのは誰か                                      際公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。･中小路説)してい事です。た九州の王権の傍流だった王
朝が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかい事です。よい事です。よ国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致しの支が一致します配領域に仏教を伝えたのは誰か                                      対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸して漢字の使を遣わす。及び浮屠用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      命を受けて金富軾が撰した、じ、同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名時に仏教を伝えたのは誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の学者による近畿天皇家一元史観による露骨なを伝えたのは誰か                                      配下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。の国に仏教を伝えたのは誰か                                      々
に仏教を伝えたのは誰か                                      派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法遣わす。及び浮屠する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人、こうした処置く。又、伊弗蘭寺を創め、が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      際して行されたとなわれたのでは誰か                                      ない事です。でしょうか。そして、
近畿なる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人応神のも枝葉末節のことではなく、その根幹にかとに仏教を伝えたのは誰か                                      派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法遣わす。及び浮屠されたのが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか阿直岐が来朝して、時のあちき継いでいくことは信仰･王仁わに仏教を伝えたのは誰か                                      だったのです。こうして倭
国に仏教を伝えたのは誰か                                      でも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、王(九州の王権の傍流だった王朝)と臣下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。(近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩等)との漢字漢文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。のや教えを、弟子りとり、国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まり
ました。このことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      や教えを、弟子｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      記されたわけです。
　『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      、そして｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う内に致し外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論の史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      より、九州の王権の傍流だった王朝への仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来
時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 頃であり、一然の没後に弟子の無極（宝鑑国師の混丘）が補筆・署名し、刊行されたとであり、かつ経典とともに宗祖以来代々の法結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字刻木の政に代えること、即ち此の廟に於て創まる。治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟から漢字に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人政に代えること、即ち此の廟に於て創まる。治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟への転換を伝えたのは誰か                                      伴っていってい事です。
たことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか明する上でも、この法脈の由緒こかとなりました。更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      その開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、地点は重要です。といは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。筥埼宮記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば博多湾岸から始まった。すなわち日本列島内における漢字公用開始の、すなわち
筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。中域でした。この場所の特定の始まりは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来の地｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の特定の始まりに仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかかかわる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人であろうことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか推
測できますが、このテーマについては後でふれることにします。今は仏教伝来の時期につでき継いでいくことは信仰ますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、このテーマとしました。に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。ては誰か                                      後でふれる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことに仏教を伝えたのは誰か                                      します。今は誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来の時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法
い事です。て更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      進したことを以て、海東仏法のめてい事です。き継いでいくことは信仰ます。
 　(３)仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。戊午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうま年伝えたのは誰か                                      承がない事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の秘められています。この一節は仏教初伝密
　わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て永く通念となっていた仏教伝来の年次は、欽明十三年く通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論となってい事です。た仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来の年次の記事です。は誰か                                      、欽明する上でも、この法脈の由緒こ十三年(五五二)壬申でしでし
た。『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』欽明する上でも、この法脈の由緒こ紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法に仏教を伝えたのは誰か                                      記された、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名聖明する上でも、この法脈の由緒こ王からの釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。像や教えを、弟子経典とともに宗祖以来代々の法の伝えたのは誰か                                      播の矢印が筑紫から大和やその他の地域へ向いているを伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      の初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      
と見られる。出典なす見られる。出典解です。
　冬十月による風化、それとも伝承す、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の聖明する上でも、この法脈の由緒こ王[更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちの名は誰か                                      聖王]西部姫氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。達率怒利斯致し契等を伝えたのは誰か                                      遣わす。及び浮屠わし、釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。佛の金の金
銅像一躰、幡蓋若干、経論じたものは少ないようです。わ若十巻を伝えたのは誰か                                      献る。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。(『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』欽明する上でも、この法脈の由緒こ十三年条)※[ ]内に致しは誰か                                      細注。以
下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名じ。
　この記事です。を伝えたのは誰か                                      わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      への｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と見られる。出典なすも枝葉末節のことではなく、その根幹にかので、古代から近世に仏教を伝えたのは誰か                                      い事です。たる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人まで日本仏教を伝えたのは誰か                                      
界において、釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。の主流となった見られる。出典解です。古くは誰か                                      最澄が｢顕戒論けんかいろん｣で主張し、空海も同様のが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。顕戒論じたものは少ないようです。わけんかい事です。ろん｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。で主張し、伝承しなければならないものであったはずです。その証拠に、二し、空海も枝葉末節のことではなく、その根幹にか同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名様で、胡僧摩羅難陀まらなんだの名前が伝えられ、仏寺が建立されての
認識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのを伝えたのは誰か                                      記してい事です。たことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。高野雑筆集｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典えます。中世に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。ては誰か                                      日蓮が弟子信徒あてのが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか弟子が代々引き継いでいくことは信仰信徒あてのあての
書状に仏教を伝えたのは誰か                                      、や教えを、弟子は誰か                                      り欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の伝えたのは誰か                                      来を伝えたのは誰か                                      多数記してい事です。ます。
　我が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか日本国に仏教を伝えたのは誰か                                      、志貴嶋宮御宇  ぎょう  天皇、歳戊午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうまに仏教を伝えたのは誰か                                      次の記事です。（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰や教えを、弟子ど）弟子が代々引き継いでいくことは信仰る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とき継いでいくことは信仰、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名
の王、仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      奉ず。之を私して還る。渡（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰ほうとう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰す。聖君の敬崇、今に至りて絶えず。〈弾じて曰く、天皇の敬す。仏法、此に始まる。崇、今に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しりて絶えず。〈弾じて曰く、天皇えず。〈弾じて曰く、天皇じて曰く。く、天皇
の即位の宣命は、九州の「倭国」が受けは誰か                                      元年庚申でしなり。御字正しく三十二歳たり。謹んで歳次暦を案ずるに、都て戊午のんで歳次の記事です。暦では三世紀末から四世紀初めを伝えたのは誰か                                      案ずるに、都て戊午のずる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      、都て戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の
歳なし。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さずの縁起し、考証を進められたのを知るのみです。、戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の歳を伝えたのは誰か                                      取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さずる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人は誰か                                      巳きのとみに当たりますに仏教を伝えたのは誰か                                      実の古代史像を描き出す。録されています。『三国史記』の次の記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      乖く。敬崇の言、未だその理を尽さずく。敬す。仏法、此に始まる。崇の言うならば、未だその理を尽さずだその理を伝えたのは誰か                                      尽さずさず。
沈焼の事理、すべからく注載すべし。〉の事です。理、すべからく注載されていたものです）すべし。〉(最澄が｢顕戒論けんかいろん｣で主張し、空海も同様の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。顕戒論じたものは少ないようです。わ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。･日本思えます。想大系を伝えています。『三国史記』の次の記事です。最澄が｢顕戒論けんかいろん｣で主張し、空海も同様の』所収の｢筥埼宮記｣が)
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　仏法を伝えた僧の名、およびその人、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名国に仏教を伝えたのは誰か                                      より始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて日本朝に仏教を伝えたのは誰か                                      届る。是れ梁の武帝の大宝三年、壬申に当たるなり。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。是れ大菩薩の考の廟也。れ梁の武帝の大宝三年、壬申に当たるなり。の武帝の大宝三年、壬申に当たるなり。の大宝三年、壬申でしに仏教を伝えたのは誰か                                      当たる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人なり。
其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の壬申でしより日本の第三十帝の大宝三年、壬申に当たるなり。、天国に仏教を伝えたのは誰か                                      排開広庭天皇の十三年壬申でしに仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人まで、仏入滅の後、の後、
一千一百六十二歳を伝えたのは誰か                                      経て、仏法を伝えた僧の名、およびその人始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて日本に仏教を伝えたのは誰か                                      届る。是れ梁の武帝の大宝三年、壬申に当たるなり。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。(空海｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。高野雑筆集」『三国史記』の次の記事です。弘法を伝えた僧の名、およびその人大師空海全
集』七巻所収の｢筥埼宮記｣が)
　又、日本国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      人王第三十代･欽明する上でも、この法脈の由緒こ天皇の御宇十三年壬申でし十月による風化、それとも伝承す十三日に仏教を伝えたのは誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名より一切経･
釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。仏の像を伝えたのは誰か                                      わたす。(日蓮が弟子信徒あての｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。報恩抄｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。『三国史記』の次の記事です。日蓮が弟子信徒あての大聖人御書全集』所収の｢筥埼宮記｣が)
　このように仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      史上主流を伝えたのは誰か                                      なした欽明する上でも、この法脈の由緒こ十三年壬申でし説に仏教を伝えたのは誰か                                      対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸して、近年では誰か                                      『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』よ
りも枝葉末節のことではなく、その根幹にか遅すぎます。れて成立つ経典とともに宗祖以来代々の法した『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』や教えを、弟子『三国史記』の次の記事です。上宮聖徳法を伝えた僧の名、およびその人王帝の大宝三年、壬申に当たるなり。説』に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人欽明する上でも、この法脈の由緒こ七年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密
(五三八)が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか定の始まり説の位の宣命は、九州の「倭国」が受け置く。又、伊弗蘭寺を創め、を伝えたのは誰か                                      占めるようになりました。学校などで｢仏教伝来して御参拝める欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ように仏教を伝えたのは誰か                                      なりました。学校などで｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来して御参拝(五三
八)｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う語呂合わせで覚えた、現代の｢教科書定説｣です。えた、現代の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。教を伝えたのは誰か                                      科書定の始まり説｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。です。
　大倭の国に仏教を伝えたのは誰か                                      の仏法を伝えた僧の名、およびその人は誰か                                      、斯帰し、省して崛摩嶋の宮に仏教を伝えたのは誰か                                      天の下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟しめし天国に仏教を伝えたのは誰か                                      案ずるに、都て戊午の春岐が来朝して、時の広庭天皇（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰あめくに仏教を伝えたのは誰か                                      おしは誰か                                      
る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人き継いでいくことは信仰ひろに仏教を伝えたのは誰か                                      わのすめらみこと）弟子が代々引き継いでいくことは信仰の御世、蘇我大臣稲目すべき事件が宿禰の仕へ奉る時、天の下治しめすの仕へ奉る時、天の下治しめすへ奉ず。之を私して還る。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人時、天の下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟しめす
七年歳次の記事です。戊午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうま十二月による風化、それとも伝承す、度す。り来たる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人より創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まれり。(『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』)
　志癸嶋天皇の御世に仏教を伝えたのは誰か                                      、戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年の十月による風化、それとも伝承す十二日に仏教を伝えたのは誰か                                      、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名国に仏教を伝えたのは誰か                                      の主明する上でも、この法脈の由緒こ王、始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて佛の金の像経教を伝えたのは誰か                                      并
びに仏教を伝えたのは誰か                                      僧の名、およびその人等を伝えたのは誰か                                      度す。し奉ず。之を私して還る。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。勅して蘇我稲目宿禰大臣に授けて興し隆えしむ。して蘇我稲目すべき事件が宿禰の仕へ奉る時、天の下治しめす大臣に仏教を伝えたのは誰か                                      授けて興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さずし隆えしむ。えしむ。(『三国史記』の次の記事です。上宮聖徳法を伝えた僧の名、およびその人王
帝の大宝三年、壬申に当たるなり。説』)
　しかしこの戊午つちのえうま年伝承｣の秘密年つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうま説に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      大き継いでいくことは信仰な欠陥が存在することが知られています。最が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか存在する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか知らず〜｣……。られてい事です。ます。最
澄が｢顕戒論けんかいろん｣で主張し、空海も同様のが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。顕戒論じたものは少ないようです。わ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。で指摘してい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ように仏教を伝えたのは誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝  (  五四〇〜五七一  )  に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                        
戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年は誰か                                      存在しない事です。のです。この時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年は誰か                                      宣化天皇三年(五三八)に仏教を伝えたのは誰か                                      あたり、欽
明する上でも、この法脈の由緒こ天皇の在位の宣命は、九州の「倭国」が受け期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝間では誰か                                      ありません。そこでこの矛盾を解決するために様々な立論が試みらを伝えたのは誰か                                      解決するために様々な立論が試みらする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ために仏教を伝えたのは誰か                                      様で、胡僧摩羅難陀まらなんだの名前が伝えられ、仏寺が建立されて々な立つ経典とともに宗祖以来代々の法論じたものは少ないようです。わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか試みらみら
れました。その代表的なも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのに仏教を伝えたのは誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』の記事です。を伝えたのは誰か                                      根拠に、二に仏教を伝えたのは誰か                                      欽明する上でも、この法脈の由緒この即位の宣命は、九州の「倭国」が受けを伝えたのは誰か                                      五三二
年壬子が代々引き継いでいくことは信仰として(この改変に仏教を伝えたのは誰か                                      より欽明する上でも、この法脈の由緒こ七年は誰か                                      五三八年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密となります)、安閑･宣化両天皇と
欽明する上でも、この法脈の由緒こ天皇は誰か                                      並立つ経典とともに宗祖以来代々の法在位の宣命は、九州の「倭国」が受けしてい事です。たとする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人説が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります。こうした『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』の史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国事です。実の古代史像を描き出す。と異
なる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人解釈が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか果ではないでしようか。して妥当なも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのかどうかは誰か                                      別に仏教を伝えたのは誰か                                      しても枝葉末節のことではなく、その根幹にか、一応このような所で現在の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。定の始まり説｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。は誰か                                      
かろうじて成り立つ経典とともに宗祖以来代々の法ってい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人わけです。
　それに仏教を伝えたのは誰か                                      対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸して多元史観の立つ経典とともに宗祖以来代々の法場から果ではないでしようか。敢な史料批判を試みられたのが中小路駿逸氏でしたな史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国批判を試みられたのが中小路駿逸氏でしたを伝えたのは誰か                                      試みらみられたのが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか中小路駿逸氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。でした。
氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。は誰か                                      近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩への仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏法を伝えた僧の名、およびその人の初に仏法を伝えた僧の名、およびその人め｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こら記してい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人敏達十三年
(五八四)であり、しかも枝葉末節のことではなく、その根幹にかそれは誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名からでは誰か                                      なく播の矢印が筑紫から大和やその他の地域へ向いている磨の還俗僧恵便からの伝授と記されての還る。俗僧の名、およびその人恵便からの伝授と記されてからの伝えたのは誰か                                      授と記されて
い事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことを伝えたのは誰か                                      指摘され、永く通念となっていた仏教伝来の年次は、欽明十三年く通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論であった欽明する上でも、この法脈の由緒こ十三年の記事です。は誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏教を伝えたのは誰か                                      文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。物に関する伝承がない事です。の伝えたのは誰か                                      来｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。であって
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏教を伝えたのは誰か                                      の伝えたのは誰か                                      来｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。では誰か                                      ない事です。とされました。
　更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。上宮聖徳法を伝えた僧の名、およびその人王帝の大宝三年、壬申に当たるなり。説』や教えを、弟子『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』などに仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名から戌午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえ
うまの年に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来したとする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人説は誰か                                      近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の伝えたのは誰か                                      承がない事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      あらず、なぜなら『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      
播の矢印が筑紫から大和やその他の地域へ向いている磨の還俗僧恵便からの伝授と記されての恵便からの伝授と記されてから仏法を伝えた僧の名、およびその人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      わり、大和でも枝葉末節のことではなく、その根幹にか出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩者による近畿天皇家一元史観による露骨なが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか出たことを伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかって｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏法を伝えた僧の名、およびその人の初に仏法を伝えた僧の名、およびその人め｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と明する上でも、この法脈の由緒こ記さ
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れてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人からである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人と、言うならばわれてみればあまりに仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか単純な誤写というよりも、後代書写者による近畿天皇家一元史観による露骨な明する上でも、この法脈の由緒こ瞭な史料事実と論理を示されたな史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国事です。実の古代史像を描き出す。と論じたものは少ないようです。わ理を伝えたのは誰か                                      示されています。された
のでした。
　その上で、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名から戊午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうまの年に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来したとされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のは誰か                                      九州の王権の傍流だった王朝への仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人
伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      承がない事です。であり、その時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝は誰か                                      四一八年の戊午つちのえうま年伝承｣の秘密である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人蓋然性を証明する上でも、この法脈の由緒こが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか大き継いでいくことは信仰い事です。とされました。(注⑤)
　『三国史記』の次の記事です。上宮聖徳法を伝えた僧の名、およびその人王帝の大宝三年、壬申に当たるなり。説』に仏教を伝えたのは誰か                                      ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。志癸嶋の天皇の戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。および『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』の
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。斯帰し、省して崛摩嶋の宮、治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟天下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。七年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う伝えたのは誰か                                      承がない事です。中、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。戊午つちのえうま年伝承｣の秘密｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う干支が一致しますに仏教を伝えたのは誰か                                      中小路氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。は誰か                                      注目すべき事件がされた
のですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。七年｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか注目すべき事件がしてみましょう。なぜなら『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』
の編者による近畿天皇家一元史観による露骨なに仏教を伝えたのは誰か                                      とっても枝葉末節のことではなく、その根幹にか欽明する上でも、この法脈の由緒こ天皇の治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟世に仏教を伝えたのは誰か                                      戌午つちのえうま年伝承｣の秘密の年が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか存在してい事です。なかったことは誰か                                      自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こ明する上でも、この法脈の由緒こであったは誰か                                      
ずで、しかも枝葉末節のことではなく、その根幹にか七年が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか戊午つちのえうま年伝承｣の秘密でない事です。ことは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』を伝えたのは誰か                                      読む。めばわかりき継いでいくことは信仰ったことです。に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか
かかわらず｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。戊午つちのえうま年伝承｣の秘密｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と記し、そのうえ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。七年｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とまで記す以上、何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人らかの｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。根拠に、二｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあったは誰か                                      ず
です。その｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。根拠に、二｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      探るため『元興寺伽藍縁起』編者の認識の道筋をたどってみましょうる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ため『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』編者による近畿天皇家一元史観による露骨なの認識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのの道筋をたどってみましょうを伝えたのは誰か                                      たどってみましょう。
　まず戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年に仏教を伝えたのは誰か                                      仏法を伝えた僧の名、およびその人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来したことを伝えたのは誰か                                      記すに仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      、そのまま戌午つちのえうま年伝承｣の秘密と書けばよい事です。でしょう。
しかし、戌午つちのえうま年伝承｣の秘密の年は誰か                                      六十年毎に来ます。したがってどの戊午の年かを特定しなければなりに仏教を伝えたのは誰か                                      来ます。したが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかってどの戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年かを伝えたのは誰か                                      特定の始まりしなければなり
ません。その際、現代のような西暦では三世紀末から四世紀初めに仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人年表が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあったわけでは誰か                                      ない事です。当時に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て、唯、
公的に仏教を伝えたのは誰か                                      承がない事です。認された｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。年表｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法年です。すなわち、どの天皇の即位の宣命は、九州の「倭国」が受け何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人年とい事です。う
表記方法を伝えた僧の名、およびその人です。その『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法年に仏教を伝えたのは誰か                                      換算した結果、ある天皇の七年戊午の年であったした結果ではないでしようか。、ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人天皇の七年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年であった
場合のみ、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。七年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う表記は誰か                                      成立つ経典とともに宗祖以来代々の法する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人わけです。
　
　それでは誰か                                      古代の天皇に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て即位の宣命は、九州の「倭国」が受け七年目すべき事件がが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか戌午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうまの年とされてい事です。たのは誰か                                      誰か                                      で
しょうか。一人だけ七年が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか戊午つちのえうま年伝承｣の秘密に仏教を伝えたのは誰か                                      あたる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人天皇が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかい事です。ます。第十九代允恭天皇です。在位の宣命は、九州の「倭国」が受け期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝間
は誰か                                      西暦では三世紀末から四世紀初め四一二〜四五三年に仏教を伝えたのは誰か                                      当てられてい事です。ます。そしてその｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。允恭天皇七年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。こそ『三国史記』の次の記事です。三正
綜覧さんせいそうらんさんせい事です。そうらん：日本で 1880 年に仏教を伝えたのは誰か                                      刊行されたとされた暦では三世紀末から四世紀初めの対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸照表（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰長暦では三世紀末から四世紀初め：過去に仏教を伝えたのは誰か                                      向いているかって、
また相当な長期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      わたる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人暦では三世紀末から四世紀初め日を伝えたのは誰か                                      復元・集成した、暦では三世紀末から四世紀初め）弟子が代々引き継いでいくことは信仰』(神武天皇即位の宣命は、九州の「倭国」が受け元年を伝えたのは誰か                                      紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法元前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。六六
〇年とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人暦では三世紀末から四世紀初め法を伝えた僧の名、およびその人－－皇紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法)に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば西暦では三世紀末から四世紀初めの四一八年に仏教を伝えたのは誰か                                      あたり、ここでも枝葉末節のことではなく、その根幹にか中小路氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。の説と一
致しする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
　　定の始まり説のように仏教を伝えたのは誰か                                      、欽明する上でも、この法脈の由緒この即位の宣命は、九州の「倭国」が受け年を伝えたのは誰か                                      操作られたと考えられている。「掌中歴」の序文  (  改変  )  して無理や教えを、弟子り欽明する上でも、この法脈の由緒こ七年を伝えたのは誰か                                      戊午つちのえうま年伝承｣の秘密に仏教を伝えたのは誰か                                      しなくても枝葉末節のことではなく、その根幹にか  、  
九州の王権の傍流だった王朝の伝えたのは誰か                                      承がない事です。を伝えたのは誰か                                      後代に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法年に仏教を伝えたのは誰か                                      換算した結果、ある天皇の七年戊午の年であったして表記したも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのと理解すれば、
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。七年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う年代が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか西暦では三世紀末から四世紀初め四一八年でしかありえず、偶然の一致しとは誰か                                      考え難い事です。ほど真実の古代史像を描き出す。
味を帯びてくるのです。を伝えたのは誰か                                      帯びてくるのです。びてくる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
　更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      論じたものは少ないようです。わ証を伝えたのは誰か                                      進したことを以て、海東仏法のめます。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。七年｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。戊午つちのえうま年伝承｣の秘密｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。は誰か                                      、なる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ほど理解でき継いでいくことは信仰ました。それでは誰か                                      何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人故なら『隋書』ｲ妥国伝の記載例では、隋代になって始めて行われた事績に允恭
天皇年七年を伝えたのは誰か                                      シキシマとしました。の宮の天皇(欽明する上でも、この法脈の由緒こ)と記したのでしょうか。この問い事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      二通りの推
測できますが、このテーマについては後でふれることにします。今は仏教伝来の時期につが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかでき継いでいくことは信仰ます。
　一つ経典とともに宗祖以来代々の法は誰か                                      通説通り『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      記された欽明する上でも、この法脈の由緒こ朝への仏教を伝えたのは誰か                                      文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。物に関する伝承がない事です。伝えたのは誰か                                      来記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      引き継いでいくことは信仰き継いでいくことは信仰ずられて、
シキシマとしました。の宮(欽明する上でも、この法脈の由緒この都地)とした場合。
　い事です。ま一つ経典とともに宗祖以来代々の法は誰か                                      九州の王権の傍流だった王朝に仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。シキシマとしました。の宮の天皇｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか存在した場合です。現時点は重要です。といでは誰か                                      い事です。ずれと
も枝葉末節のことではなく、その根幹にか判を試みられたのが中小路駿逸氏でした断できませんが、後者であれば筑前中域にシキシマの宮と呼ばれた地がなければなりでき継いでいくことは信仰ませんが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、後者による近畿天皇家一元史観による露骨なであれば筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。中域に仏教を伝えたのは誰か                                      シキシマとしました。の宮と呼ばれます　宇佐神宮（大分県宇佐市）・石清水八幡宮（京都府八幡市）のばれた地が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかなければなり
ません。今は誰か                                      一作られたと考えられている。「掌中歴」の序文業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。仮説として慎重に仏教を伝えたのは誰か                                      保留しておくことにしましょう。しておくことに仏教を伝えたのは誰か                                      しましょう。
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　さて、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。戊午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうま年伝えたのは誰か                                      承がない事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の分の撰述の時期は析に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て四一八年に仏教を伝えたのは誰か                                      九州の王権の傍流だった王朝へ仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来した
とい事です。う帰し、省して崛摩結に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しりましたが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、も枝葉末節のことではなく、その根幹にかう一方の当事です。者による近畿天皇家一元史観による露骨なである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の状況からしても遅すぎます。は誰か                                      どうだったでしょうか。
当時の百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名は誰か                                      阿莘王（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰あしんおう、?- 405 年）弟子が代々引き継いでいくことは信仰の時代です。『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      遺事です。』に仏教を伝えたのは誰か                                      次の記事です。の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか見られる。出典
えます。
　阿莘王即位の宣命は、九州の「倭国」が受け大元十七年二月による風化、それとも伝承す。教を伝えたのは誰か                                      え下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。し仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      崇信し福を伝えたのは誰か                                      求めさせる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。(『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      遺事です。』巻
三興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず法を伝えた僧の名、およびその人条)
　大元十七年は誰か                                      東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名晋より至る。王、之を迎え、宮内に致しの年号で、西暦では三世紀末から四世紀初め三九二年に仏教を伝えたのは誰か                                      あたります。百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来したのが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』  (  巻二四、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名本紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法第二  )  に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば三八四年とされてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人  ので、その八年後の
ことです。この記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか示されています。すところ当時の百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名では誰か                                      国に仏教を伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      あげて仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず隆えしむ。してい事です。たようです。
そうした時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      隣国に仏教を伝えたのは誰か                                      、倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      (九州の王権の傍流だった王朝)へ仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来したとしても枝葉末節のことではなく、その根幹にか何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ら不思えます。議ではありませでは誰か                                      ありませ
ん。むしろ倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      と百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の緊密な関する伝承がない事です。係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸を伝えたのは誰か                                      考えれば、この時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝、仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来しな
かったとする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人方が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかは誰か                                      る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人かに仏教を伝えたのは誰か                                      無理な推論じたものは少ないようです。わでは誰か                                      ない事です。でしょうか。
　(４)『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』推古三十二年条、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名僧の名、およびその人観勒かんろくの証言かんろくの証言うならば
　更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      、五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 の仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来を伝えたのは誰か                                      うかが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかわせる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか見られる。出典えます。推古
紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法三十二年四月による風化、それとも伝承す条に仏教を伝えたのは誰か                                      、僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰の犯罪(祖父の意殺しし)を伝えたのは誰か                                      罰する詔が出され、それに対して百済僧観する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人詔が出され、それに対して百済僧観が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか出され、それに仏教を伝えたのは誰か                                      対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸して百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名僧の名、およびその人観
勒かんろくの証言かんろくの上表が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかなされた記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかそれです。その上表文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。半に仏教を伝えたのは誰か                                      問題はわが国への仏教初伝と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸の仏法を伝えた僧の名、およびその人東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名漸ぶっぽうぶっぽう
とうぜんに仏教を伝えたのは誰か                                      関する伝承がない事です。する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人概略が記されています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されてい事です。ます。
　夫れ仏法、西国れ仏法を伝えた僧の名、およびその人、西国に仏教を伝えたのは誰か                                      (インド出身の僧。出典)より漢に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しりて、三百歳を伝えたのは誰か                                      経て、乃ち傳へて百済國に至りて僅ち傳へて百済國に至りて僅へて百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名國に至りて僅に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しりて僅
かに仏教を伝えたのは誰か                                      一百年に仏教を伝えたのは誰か                                      なりぬ事とされたのでしょうか。。然る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      我が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか王(百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名国に仏教を伝えたのは誰か                                      王)、日本の天皇の賢哲を聞きて、仏像及び内を伝えたのは誰か                                      聞くことができません。き継いでいくことは信仰て、仏像及び浮屠び内に致し
典とともに宗祖以来代々の法を伝えたのは誰か                                      貢す。上りて、未だその理を尽さずだ百歳に仏教を伝えたのは誰か                                      だも枝葉末節のことではなく、その根幹にか満らず。らず。(『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』推古三二年条)
　推古天皇は誰か                                      この観勒かんろくの証言の奏請により、その翌そうせい事です。を伝えたのは誰か                                      い事です。れて、非行されたとの僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰を伝えたのは誰か                                      罰する詔が出され、それに対して百済僧観せず、僧の名、およびその人尼の統制機関との統制機関する伝承がない事です。と
して僧の名、およびその人正そうじょう･僧の名、およびその人都そうずの制度す。を伝えたのは誰か                                      作られたと考えられている。「掌中歴」の序文り、僧の名、およびその人尼の統制機関とを伝えたのは誰か                                      検校させる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こととしました。そし
て、観勒かんろくの証言を伝えたのは誰か                                      僧の名、およびその人正に仏教を伝えたのは誰か                                      、鞍部徳積 くらつ経典とともに宗祖以来代々の法くりの-とくしゃくを伝えたのは誰か                                      僧の名、およびその人都に仏教を伝えたのは誰か                                      、阿曇連の過程が(名を伝えたのは誰か                                      闕もらせりも枝葉末節のことではなく、その根幹にからせり
－－書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法細注)を伝えたのは誰か                                      法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 に仏教を伝えたのは誰か                                      任命を受けて金富軾が撰した、した記事です。へと続くのですが、文字使用がこの廟において創まったとき継いでいくことは信仰ます。通説では誰か                                      この記事です。を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかって、大和朝
廷が僧正･僧都という中国南朝の仏教統制制度を百済経由で採用したものと見なしているが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか僧の名、およびその人正･僧の名、およびその人都とい事です。う中国に仏教を伝えたのは誰か                                      南朝の仏教を伝えたのは誰か                                      統制制度す。を伝えたのは誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名経由で採用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。したも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのと見られる。出典なしてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人
ようですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、この観勒かんろくの証言に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人仏法を伝えた僧の名、およびその人東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名漸ぶっぽう時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の概略が記されています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか内に致し外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国の仏法を伝えた僧の名、およびその人東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名漸ぶっぽう記事です。と一致ししない事です。
のです。
　中国に仏教を伝えたのは誰か                                      への仏教を伝えたのは誰か                                      公伝えたのは誰か                                      記事です。の初に仏法を伝えた僧の名、およびその人出は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。後漢書』永く通念となっていた仏教伝来の年次は、欽明十三年平十年(六七)に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典え、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名への仏教を伝えたのは誰か                                      公伝えたのは誰か                                      は誰か                                      
枕流王（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰ちんりゅうおう)元年(三八四)と『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史記』は誰か                                      伝えたのは誰か                                      えてい事です。ます。その間三一七年。
したが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかって、先の観勒の｢夫れ仏法、西国より漢に至りて、三百歳を経て、乃ち傳へて百の観勒かんろくの証言の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。夫れ仏法、西国れ仏法を伝えた僧の名、およびその人、西国に仏教を伝えたのは誰か                                      より漢に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しりて、三百歳を伝えたのは誰か                                      経て、乃ち傳へて百済國に至りて僅ち傳へて百済國に至りて僅へて百
済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名國に至りて僅に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しりて｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う認識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのは誰か                                      これら国に仏教を伝えたのは誰か                                      外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国とよく一致しします。しかし、これに仏教を伝えたのは誰か                                      続くのですが、文字使用がこの廟において創まったとく｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名
國に至りて僅に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しりて僅かに仏教を伝えたのは誰か                                      一百年に仏教を伝えたのは誰か                                      なりぬ事とされたのでしょうか。。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、推古三十二年(六二四)当時では誰か                                      枕流
王元年(三八四)から二百四十年後となり、計算した結果、ある天皇の七年戊午の年であったが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあわない事です。のです。
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　そこでこの部分の撰述の時期はを伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      わって、その百年後に仏教を伝えたのは誰か                                      日本に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      わった｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と読む。解する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人説
も枝葉末節のことではなく、その根幹にかある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ようですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、それでも枝葉末節のことではなく、その根幹にか三八四年から欽明する上でも、この法脈の由緒こ十三年(五五二)まで百六十八年、ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人い事です。は誰か                                      、
五三八年としても枝葉末節のことではなく、その根幹にか百五十年以上経ており、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。僅かに仏教を伝えたのは誰か                                      一百年｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う記事です。とや教えを、弟子は誰か                                      りあわない事です。の
です。概数とは誰か                                      言うならばえ、百五十年以上を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。僅か百年｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とは誰か                                      表記でき継いでいくことは信仰ない事です。と思えます。い事です。ます。
　しかし他ならぬ九州方、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名国に仏教を伝えたのは誰か                                      王が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか日本国に仏教を伝えたのは誰か                                      王に仏教を伝えたのは誰か                                      仏像･経典とともに宗祖以来代々の法を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えて百年に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかならない事です。とい事です。う部分の撰述の時期はに仏教を伝えたのは誰か                                      
つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。ては誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』欽明する上でも、この法脈の由緒こ十三年条に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名よりの仏像･経典とともに宗祖以来代々の法伝えたのは誰か                                      来記事です。と対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸応して
い事です。ます。すなわち、欽明する上でも、この法脈の由緒こ十三年(五五二)から推古三十二年(六二四)は誰か                                      その問七十二年であ
り、百年未だその理を尽さず満らず。とい事です。うこの記事です。と矛盾を解決するために様々な立論が試みらしません。
　整理してみましょう。上表文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。に仏教を伝えたのは誰か                                      記された観勒かんろくの証言の仏法を伝えた僧の名、およびその人東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名漸ぶっぽう認識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのは誰か                                      次の記事です。の通りです。
(1)インド出身の僧。出典から中国に仏教を伝えたのは誰か                                      へ仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来して三百年を伝えたのは誰か                                      経て、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名へ伝えたのは誰か                                      来。
(2)百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来して僅か百年。
(3)日本国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名から仏像･経典とともに宗祖以来代々の法が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来して百年未だその理を尽さず満らず。。
　(1)は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。後漢書』、『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史記』の記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      矛盾を解決するために様々な立論が試みらしない事です。ことを伝えたのは誰か                                      すでに仏教を伝えたのは誰か                                      述の時期はべました。(2)は誰か                                      推
古朝時代の記事です。としては誰か                                      まったく対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸応しません。また、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来後百年して日本に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      
わったと理解しても枝葉末節のことではなく、その根幹にか、『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』の欽明する上でも、この法脈の由緒こ朝伝えたのは誰か                                      来記事です。と五十年以上あい事です。ません。しかし、
(3)だけは誰か                                      妥当となります。このように仏教を伝えたのは誰か                                      推古三十二年条の記事です。は誰か                                      大き継いでいくことは信仰な矛盾を解決するために様々な立論が試みらを伝えたのは誰か                                      は誰か                                      らんでお
り、現代の学者による近畿天皇家一元史観による露骨なを伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか悩ませているようです。ませてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ようです。
　こうした矛盾を解決するために様々な立論が試みらに仏教を伝えたのは誰か                                      対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸して、今まで様で、胡僧摩羅難陀まらなんだの名前が伝えられ、仏寺が建立されて々な解釈が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか試みらみられてき継いでいくことは信仰ました。たとえば、『三国史記』の次の記事です。日本書
紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』のこの記事です。を伝えたのは誰か                                      根拠に、二として、『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史記』の百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      記事です。を伝えたのは誰か                                      誤りとされる。りとする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人説 、(注⑥) ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。僅
かに仏教を伝えたのは誰か                                      百年｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      からでは誰か                                      なく、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず隆えしむ。した時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝(五〇二〜五四九)か
らと見られる。出典なす説(注⑦)などです。
　しかし、前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。者による近畿天皇家一元史観による露骨なは誰か                                      (2)と(3)は誰か                                      とりあえず説明する上でも、この法脈の由緒こでき継いでいくことは信仰ても枝葉末節のことではなく、その根幹にか、今度す。は誰か                                      (1)と矛盾を解決するために様々な立論が試みらしてしまう。また
後者による近畿天皇家一元史観による露骨なの説も枝葉末節のことではなく、その根幹にか、この記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか中国に仏教を伝えたのは誰か                                      ･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名･日本のそれぞれ初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝から現在(上表の時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝)までの
期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝間を伝えたのは誰か                                      論じたものは少ないようです。わじてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のに仏教を伝えたのは誰か                                      、時点は重要です。といを伝えたのは誰か                                      一点は重要です。といに仏教を伝えたのは誰か                                      特定の始まりでき継いでいくことは信仰ない事です。百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名の仏教を伝えたのは誰か                                      興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず隆えしむ。時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝とい事です。うまったく記
載されていたものです）のない事です。時間帯びてくるのです。を伝えたのは誰か                                      持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸ち出したうえに仏教を伝えたのは誰か                                      、自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こらの仮説に仏教を伝えたのは誰か                                      あうように仏教を伝えたのは誰か                                      設定の始まりする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とい事です。う手へと受け継ぐことで、「そうじょ法を伝えた僧の名、およびその人であり、
あまりに仏教を伝えたのは誰か                                      恣意的では誰か                                      ない事です。でしょうか。
　以上見られる。出典る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ところ、い事です。ずれの説も枝葉末節のことではなく、その根幹にかこちらを伝えたのは誰か                                      立つ経典とともに宗祖以来代々の法てればあちらが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか立つ経典とともに宗祖以来代々の法たずとい事です。う状況からしても遅すぎます。でした。と
すれば、どのように仏教を伝えたのは誰か                                      理解する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人べき継いでいくことは信仰でしょうか。これは誰か                                      多元史観に仏教を伝えたのは誰か                                      よってのみ読む。解が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか可能の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 と
考えられます。すなわち、『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      九州の王権の傍流だった王朝の歴史記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか転用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とい事です。う
仮説です。(注⑧古田武彦氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか提起し、考証を進められたのを知るのみです。し論じたものは少ないようです。わ証)
　その上で、推古三十二年条の観勒かんろくの証言の上表記事です。のみを伝えたのは誰か                                      切り離して理解してみると次のようして理解してみる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人と次の記事です。のよう
に仏教を伝えたのは誰か                                      事です。態が整合してきます。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか整合してき継いでいくことは信仰ます。
(1)インド出身の僧。出典から中国に仏教を伝えたのは誰か                                      へ仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来して三百年を伝えたのは誰か                                      経て、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名へ伝えたのは誰か                                      来した。それは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。後漢書』
『三国史記』の次の記事です。三国に仏教を伝えたのは誰か                                      史記』の記載されていたものです）通り六七年から三八四年のことである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
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(2)百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来して百年である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。したが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかって、この上表は誰か                                      三八四＋一〇〇＝四八四
年頃であり、一然の没後に弟子の無極（宝鑑国師の混丘）が補筆・署名し、刊行されたとの出来事です。である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
(3)日本国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名から仏像･経典とともに宗祖以来代々の法が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来して百年未だその理を尽さず満らず。(概数として七〇〜九〇年とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人)であ
る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。したが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかって日本国に仏教を伝えたのは誰か                                      への仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      は誰か                                      四八四−  (  七〇〜九〇  )  ＝三九四〜四一四年頃であり、一然の没後に弟子の無極（宝鑑国師の混丘）が補筆・署名し、刊行されたとである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人  。  
　この帰し、省して崛摩結も枝葉末節のことではなく、その根幹にかまた中小路説(四一八年仏教を伝えたのは誰か                                      公伝えたのは誰か                                      説)とほぼ一致します。よって、百済僧観勒一致しします。よって、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名僧の名、およびその人観勒かんろくの証言
の上表とされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人この記事です。は誰か                                      、九州の王権の傍流だった王朝での五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法末〜六世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 の記事です。とすれば、記事です。そ
のも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのの内に致し容の一因(1)(2)(3)が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、国に仏教を伝えたのは誰か                                      外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人仏法を伝えた僧の名、およびその人東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名漸ぶっぽう記事です。と矛盾を解決するために様々な立論が試みらなく整合する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。そ
して、おそらくは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』編者による近畿天皇家一元史観による露骨なに仏教を伝えたのは誰か                                      より、欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝以後百年未だその理を尽さず満らず。に仏教を伝えたのは誰か                                      相当する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人この推古紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法に仏教を伝えたのは誰か                                      、
本来九州の王権の傍流だった王朝へのも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのであった同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名上表文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか挿入されたのでは誰か                                      ない事です。でしょうか。
　そうする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人と次の記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      問題はわが国への仏教初伝と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸としなければならない事です。のは誰か                                      、九州の王権の傍流だった王朝記事です。から転用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。されたのは誰か                                      、こ
の上表記事です。の仏法を伝えた僧の名、およびその人東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名漸ぶっぽう部分の撰述の時期はだけなのか、それとも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、それに仏教を伝えたのは誰か                                      続くのですが、文字使用がこの廟において創まったとく僧の名、およびその人正･僧の名、およびその人都制の施行されたと部分の撰述の時期はも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
含むのかというテーマです。むのかとい事です。うテーマとしました。です。
　戊午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえうま、詔が出され、それに対して百済僧観して曰く。く、夫れ仏法、西国れ道人も枝葉末節のことではなく、その根幹にか尚の講下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      犯す、何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      以てか俗人を伝えたのは誰か                                      誨かいへむかい事です。へむ。
故なら『隋書』ｲ妥国伝の記載例では、隋代になって始めて行われた事績にれ今より已後い事です。ご、僧の名、およびその人正、僧の名、およびその人都を伝えたのは誰か                                      任し、仍よりて應おうに僧尼を検校ふべし。壬戌みずよりて應おうに僧尼を検校ふべし。壬戌みずおうに仏教を伝えたのは誰か                                      僧の名、およびその人尼の統制機関とを伝えたのは誰か                                      検校ふべし。壬戌みず
のえい事です。ぬ事とされたのでしょうか。、観勒かんろくの証言僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      以て僧の名、およびその人正と為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為し、鞍部徳積 くらつ経典とともに宗祖以来代々の法くりの-とくしゃくを伝えたのは誰か                                      以て僧の名、およびその人都と為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為
す。即日、阿曇連の過程が[名を伝えたのは誰か                                      闕もらせり（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰も枝葉末節のことではなく、その根幹にから）弟子が代々引き継いでいくことは信仰せり]を伝えたのは誰か                                      以て法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 と為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為す。(『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』推古三二年条)
　現在のところ、い事です。ずれとも枝葉末節のことではなく、その根幹にか断できませんが、後者であれば筑前中域にシキシマの宮と呼ばれた地がなければなり定の始まりでき継いでいくことは信仰ませんが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、おそらくは誰か                                      後者による近畿天皇家一元史観による露骨なであろうと推測できますが、このテーマについては後でふれることにします。今は仏教伝来の時期につされます。
それは誰か                                      次の記事です。の理由からです。僧の名、およびその人正･僧の名、およびその人都と並んで任命を受けて金富軾が撰した、された法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 の阿曇連の過程がの名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか『三国史記』の次の記事です。日本書
紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』では誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。名を伝えたのは誰か                                      闕もらせりせり｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と記され、大和朝廷が僧正･僧都という中国南朝の仏教統制制度を百済経由で採用したものと見なしている内に致しで伝えたのは誰か                                      承がない事です。されてい事です。ない事です。こと(北部九州の王権の傍流だったの阿曇族
との関する伝承がない事です。連の過程がも枝葉末節のことではなく、その根幹にか想像でき継いでいくことは信仰ます)。また僧の名、およびその人都に仏教を伝えたのは誰か                                      任命を受けて金富軾が撰した、された鞍部徳積も枝葉末節のことではなく、その根幹にかその出自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こや教えを、弟子事です。績にが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか不明する上でも、この法脈の由緒この人
物に関する伝承がない事です。である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こと。このように仏教を伝えたのは誰か                                      三人中二人までが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか不明する上でも、この法脈の由緒こ瞭な史料事実と論理を示されたである欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことからも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、日本仏教を伝えたのは誰か                                      史上特筆
すべき継いでいくことは信仰僧の名、およびその人尼の統制機関と統制制度す。の始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、源記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      しては誰か                                      疑問を伝えたのは誰か                                      抱かざるを得ないのです。かざる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法のない事です。のです。
　一方、これら僧の名、およびその人尼の統制機関と統制制度す。記事です。も枝葉末節のことではなく、その根幹にか五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法末〜六世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 の九州の王権の傍流だった王朝内に致しの出来事です。と理解す
れば、一貰して南朝中心の立場をとっていた九州王朝が、南朝の仏教諸制度を採用したとして南朝中心の立つ経典とともに宗祖以来代々の法場を伝えたのは誰か                                      とってい事です。た九州の王権の傍流だった王朝が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、南朝の仏教を伝えたのは誰か                                      諸制度す。を伝えたのは誰か                                      採用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。したと
しても枝葉末節のことではなく、その根幹にか何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人等不思えます。議ではありませは誰か                                      ありません。しかも枝葉末節のことではなく、その根幹にかこの時代、六世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 は誰か                                      九州の王権の傍流だった年号の建元や教えを、弟子、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。磐
井律令｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の成立つ経典とともに宗祖以来代々の法(注⑨)など、九州の王権の傍流だった王朝は誰か                                      律令国に仏教を伝えたのは誰か                                      家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩としての諸制度す。草創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      あたってお
り、こうした律令国に仏教を伝えたのは誰か                                      家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩成立つ経典とともに宗祖以来代々の法の一環としてこの僧尼統制制度の創立を捉えることも可能ではとしてこの僧の名、およびその人尼の統制機関と統制制度す。の創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、立つ経典とともに宗祖以来代々の法を伝えたのは誰か                                      捉えることも可能ではえる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことも枝葉末節のことではなく、その根幹にか可能の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 では誰か                                      
ない事です。でしょうか。
　以上、推古三十二年四月による風化、それとも伝承す条に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人、百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名僧の名、およびその人観勒かんろくの証言の上表記事です。とされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人部分の撰述の時期はが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、通説では誰か                                      
解き継いでいくことは信仰難い事です。矛盾を解決するために様々な立論が試みらを伝えたのは誰か                                      は誰か                                      らんでおり、ただ多元史観に仏教を伝えたのは誰か                                      よって穏当な解釈を伝えたのは誰か                                      得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法の、かつ経典とともに宗祖以来代々の法、ここでも枝葉末節のことではなく、その根幹にか仏
教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか四世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法末から五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 に仏教を伝えたのは誰か                                      当たる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とい事です。う結論じたものは少ないようです。わに仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しったのでした。こうして仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      
来の時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか四一八年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の歳とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人中小路説は誰か                                      い事です。よい事です。よ確かなものとなったようです。次かなも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのとなったようです。次の記事です。
では誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      の地と初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。て進したことを以て、海東仏法のめる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことに仏教を伝えたのは誰か                                      しましょう。
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　３．糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』の証言うならば……天竺僧の名、およびその人清賀、仏教を伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      う
　　(１)仏教を伝えたのは誰か                                      先の観勒の｢夫れ仏法、西国より漢に至りて、三百歳を経て、乃ち傳へて百進したことを以て、海東仏法の地、九州の王権の傍流だったの諸伝えたのは誰か                                      承がない事です。
　わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      史最大の欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。てに仏教を伝えたのは誰か                                      入る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      、古代に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人仏教を伝えたのは誰か                                      受け継ぐことで、「そうじょ容の一因の先の観勒の｢夫れ仏法、西国より漢に至りて、三百歳を経て、乃ち傳へて百進したことを以て、海東仏法の地
九州の王権の傍流だったに仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。て概観してみます。百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名から伝えたのは誰か                                      わったとされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか地理的に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか朝鮮半島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      近
い事です。九州の王権の傍流だったでまず受け継ぐことで、「そうじょ容の一因されたであろうこと、想像する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      難くありません。『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      
記された倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか阿蘇山下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。の王多利思えます。北孤の北は比の誤りとされる。の国に仏教を伝えたのは誰か                                      、九州の王権の傍流だった王朝であったことは誰か                                      古田武彦氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか既に三世紀からに仏教を伝えたのは誰か                                      
論じたものは少ないようです。わじてい事です。ますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、このことからも枝葉末節のことではなく、その根幹にか日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      国に仏教を伝えたのは誰か                                      家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩的に仏教を伝えたのは誰か                                      受け継ぐことで、「そうじょ容の一因した国に仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか九
州の王権の傍流だったの地に仏教を伝えたのは誰か                                      あったことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかうかが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかえます。また、近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の史書『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。ても枝葉末節のことではなく、その根幹にか、
九州の王権の傍流だったが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか仏教を伝えたのは誰か                                      先の観勒の｢夫れ仏法、西国より漢に至りて、三百歳を経て、乃ち傳へて百進したことを以て、海東仏法の地であったことを伝えたのは誰か                                      示されています。唆する記事があります。する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります。
　是れ大菩薩の考の廟也。の日、天皇、得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法の病たまひて、宮に還入します。群臣侍はべり。天皇群臣に詔して曰くたまひて、宮に仏教を伝えたのは誰か                                      還る。入します。群臣侍はべり。天皇群臣に詔して曰くは誰か                                      べり。天皇群臣に仏教を伝えたのは誰か                                      詔が出され、それに対して百済僧観して曰く。く、
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。朕、三實さんぼうに歸らむと思う。卿等議はかれ｣とのたまふ。群臣朝に人りて議はかるさんぼ一致します。よって、百済僧観勒うに仏教を伝えたのは誰か                                      歸らむと思う。卿等議はかれ｣とのたまふ。群臣朝に人りて議はかるらむと思えます。う。卿等議ではありませは誰か                                      かれ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とのたまふ。群臣朝に仏教を伝えたのは誰か                                      人りて議ではありませは誰か                                      かる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
物に関する伝承がない事です。部守屋大連の過程がと中臣勝海連の過程がと、詔が出され、それに対して百済僧観に仏教を伝えたのは誰か                                      違ひ議はかりて曰す、「何ぞ國神に背きて他神を敬はひ議ではありませは誰か                                      かりて曰く。す、「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ぞ國に至りて僅神に仏教を伝えたのは誰か                                      背きて他神を敬はき継いでいくことは信仰て他ならぬ九州神を伝えたのは誰か                                      敬す。仏法、此に始まる。は誰か                                      
むや教えを、弟子、由来、斯の若き継いでいくことは信仰事です。を伝えたのは誰か                                      識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのらず」とまうす。蘇我馬子が代々引き継いでいくことは信仰宿禰の仕へ奉る時、天の下治しめす大臣、曰く。さく、い事です。ふは誰か                                      、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。詔が出され、それに対して百済僧観
に仏教を伝えたのは誰か                                      随ひて助け奉るべし、たれか異なる計を生さむ｣とまうす。是に、皇弟皇子、ひて助け奉るべし、たれか異なる計を生さむ｣とまうす。是に、皇弟皇子、け奉ず。之を私して還る。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人べし、たれか異なる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人計を伝えたのは誰か                                      生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩さむ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とまうす。是れ大菩薩の考の廟也。に仏教を伝えたのは誰か                                      、皇弟皇子が代々引き継いでいくことは信仰、[皇弟皇子が代々引き継いでいくことは信仰
とい事です。ふは誰か                                      、穴穂部皇子が代々引き継いでいくことは信仰、即ち天皇の庶弟しょてい事です。なり]豊國に至りて僅法を伝えた僧の名、およびその人師[名を伝えたのは誰か                                      闕もらせりも枝葉末節のことではなく、その根幹にからせり]を伝えたのは誰か                                      引き継いでいくことは信仰き継いでいくことは信仰て、
内に致し裏に人る。に仏教を伝えたのは誰か                                      人る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。(『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。明する上でも、この法脈の由緒こ二年条)　　注：[名を伝えたのは誰か                                      闕もらせりせりとは誰か                                      、“何という名前か記録が残っ何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とい事です。う名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。か記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか残っ
てい事です。ない事です。”とい事です。う意味を帯びてくるのです。]
　病たまひて、宮に還入します。群臣侍はべり。天皇群臣に詔して曰くに仏教を伝えたのは誰か                                      倒れた用明天皇が仏法に帰依するために、豊國法師とよくにのほうしを宮中に招いれた用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。明する上でも、この法脈の由緒こ天皇が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      帰し、省して崛摩依するために、豊國法師とよくにのほうしを宮中に招いする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ために仏教を伝えたのは誰か                                      、豊國に至りて僅法を伝えた僧の名、およびその人師とよくに仏教を伝えたのは誰か                                      のほうしを伝えたのは誰か                                      宮中に仏教を伝えたのは誰か                                      招かれて来朝した記事が見えます。そして、王仁来朝の歳い事です。
た記事です。です。この記事です。のみに仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人豊國に至りて僅法を伝えた僧の名、およびその人師は誰か                                      豊國に至りて僅(豊前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。･豊後)の僧の名、およびその人と考えられる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人(注⑩)こ
とから、この時代九州の王権の傍流だったの豊國に至りて僅が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、天皇の帰し、省して崛摩依するために、豊國法師とよくにのほうしを宮中に招いを伝えたのは誰か                                      受け継ぐことで、「そうじょける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ほどの有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論な僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      輩出する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人仏教を伝えたのは誰か                                      先の観勒の｢夫れ仏法、西国より漢に至りて、三百歳を経て、乃ち傳へて百進したことを以て、海東仏法の
地であったと考えられます。
解説：豊国に仏教を伝えたのは誰か                                      （師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰とよのくに仏教を伝えたのは誰か                                      、とよくに仏教を伝えたのは誰か                                      、古墳時代 - 7世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      、古墳時代に仏教を伝えたのは誰か                                      あった律令制以
前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。の国に仏教を伝えたのは誰か                                      の一つ経典とともに宗祖以来代々の法。旧国に仏教を伝えたのは誰か                                      名を伝えたのは誰か                                      豊日別（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰とよひわけ）弟子が代々引き継いでいくことは信仰と言うならばい事です。、現在の福岡県東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名部および大分の撰述の時期は県全
域に仏教を伝えたのは誰か                                      相当する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人九州の王権の傍流だったの北東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名部地域に仏教を伝えたのは誰か                                      存在した。律令制の時代に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      豊前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。国に仏教を伝えたのは誰か                                      と豊後国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      分の撰述の時期はかれた。
出典とともに宗祖以来代々の法: フリー百科事です。典とともに宗祖以来代々の法『三国史記』の次の記事です。ウィキペディア（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰Wikipedia）弟子が代々引き継いでいくことは信仰』
　一方、九州の王権の傍流だった地方に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人現地伝えたのは誰か                                      承がない事です。･寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、社であり　別称を「筥崎八幡宮（縁起し、考証を進められたのを知るのみです。などに仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝以前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。の仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来を伝えたのは誰か                                      記すも枝葉末節のことではなく、その根幹にかの
が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります。著名な例では、隋代になって始めて行われた事績にでは誰か                                      、九州の王権の傍流だった修験道の中心地の一つ経典とともに宗祖以来代々の法とされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人英彦山ひこさん霊山寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の
縁起し、考証を進められたのを知るのみです。、『三国史記』の次の記事です。彦山流記』に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人次の記事です。の記事です。です。
　但踏出当山事です。、教を伝えたのは誰か                                      到年比の誤りとされる。、藤原恒雄云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間々。(｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。彦山流記｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。『三国史記』の次の記事です。山岳修験道叢書十八 修験道史
料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国集Ⅱ』五来重編所収』五来重編所収の｢筥埼宮記｣が)
　英彦山ひこさんに仏教を伝えたのは誰か                                      関する伝承がない事です。する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人最も枝葉末節のことではなく、その根幹にか古い事です。縁起し、考証を進められたのを知るのみです。とされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人『三国史記』の次の記事です。彦山流記』は誰か                                      、奥付に｢建保元年癸酉に仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。建保元年癸酉
七月による風化、それとも伝承す八日｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とあり建保元年(一二一三)頃であり、一然の没後に弟子の無極（宝鑑国師の混丘）が補筆・署名し、刊行されたとの成立つ経典とともに宗祖以来代々の法と見られる。出典られてい事です。ます。同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名書のこの記事です。は誰か                                      当山
の開基を伝えたのは誰か                                      九州の王権の傍流だった年号の教を伝えたのは誰か                                      到年  (  五三一〜五三五  )  としてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人  のです。また同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名書写というよりも、後代書写者による近畿天皇家一元史観による露骨な本の末尾にはに仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。当山之を迎え、宮内に致し立つ経典とともに宗祖以来代々の法始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、教を伝えたのは誰か                                      到元年辛亥｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と記されており、教を伝えたのは誰か                                      到元年(五三一)の開山とあります。また、
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元禄七年(一六九四)に仏教を伝えたのは誰か                                      成立つ経典とともに宗祖以来代々の法した『三国史記』の次の記事です。彦山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』や教えを、弟子寛保二年(一七四二)の『三国史記』の次の記事です。豊鐘善鳴録されています。『三国史記』の次の記事です。』に仏教を伝えたのは誰か                                      よ
れば、彦山霊山寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の開基は誰か                                      継いでいくことは信仰体の歴史書。朝天皇二十五年(五三一)北魏の人。我、姓我なり。崛摩くつま、使を句麗に奉ず。之を私して還る。僧の名、およびその人善正に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とあります。い事です。ず
れに仏教を伝えたのは誰か                                      しても枝葉末節のことではなく、その根幹にか英彦山霊山寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の開基が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      の通説五三八年よりも枝葉末節のことではなく、その根幹にか早く、『三国遺事』はい事です。とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人縁起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか存在し
てい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
　英彦山以外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか、大分の撰述の時期は県下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。毛郡しも枝葉末節のことではなく、その根幹にかげぐん耶馬渓村中畑の檜原山正平寺は、『豊前国の檜原山正平寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、は誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。豊前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。国に仏教を伝えたのは誰か                                      
志』に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば仁賢に仏教を伝えたのは誰か                                      んけん帝の大宝三年、壬申に当たるなり。の御宇  (  四八八〜四九八  )  百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名僧の名、およびその人正覚えた、現代の｢教科書定説｣です。の開山とされてい事です。ます。  
このように仏教を伝えたのは誰か                                      九州の王権の傍流だった内に致し陸部に仏教を伝えたのは誰か                                      当たる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人英彦山などへの仏教を伝えたのは誰か                                      の浸透時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法末から六世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 
とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      承がない事です。の存在を伝えたのは誰か                                      考えますと、朝鮮半島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      近い事です。九州の王権の傍流だった北岸から始まった。すなわち日本列島内における漢字公用開始の部への伝えたのは誰か                                      来は誰か                                      更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      遡ることが予る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか予
想される欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。しかし、前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。節のことではなく、その根幹にかで論じたものは少ないようです。わ究をしてき継いでいくことは信仰た｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。四一八年(戊午つちのえうま年伝承｣の秘密)伝えたのは誰か                                      来伝えたのは誰か                                      承がない事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかは誰か                                      たして二十
一世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法の現在に仏教を伝えたのは誰か                                      残ってい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人でしょうか。
 　　(２)糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』の証言うならば
　『三国史記』の次の記事です。筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。双書』に仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか収の｢筥埼宮記｣が録されています。『三国史記』の次の記事です。されてい事です。ます。同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名縁起し、考証を進められたのを知るのみです。の表題はわが国への仏教初伝と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山高
祖縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とあり、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。高祖｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。に仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。ナシ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と加筆されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ところから、本来は誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。高祖縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の両方が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか存在してい事です。たようです。その内に致し容の一因は誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。附録されています。『三国史記』の次の記事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人
系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の三つ経典とともに宗祖以来代々の法からなり、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。は誰か                                      雷山に仏教を伝えたのは誰か                                      ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人上宮･中宮･下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。宮の由来などを伝えたのは誰か                                      記し、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。千
如律院を建立寄進したことを以て、海東仏法の草創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、芻 實さんぼうに歸らむと思う。卿等議はかれ｣とのたまふ。群臣朝に人りて議はかる相｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人跋文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。ばつ経典とともに宗祖以来代々の法ぶんに仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      允恭天皇四年に仏教を伝えたのは誰か                                      縁起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか選集され、寶暦では三世紀末から四世紀初め九年(一
七五九)に仏教を伝えたのは誰か                                      再選録されています。『三国史記』の次の記事です。したと記されてい事です。ます。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。附録されています。『三国史記』の次の記事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。は誰か                                      允恭以後寶暦では三世紀末から四世紀初め九年までの記録されています。『三国史記』の次の記事です。等が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記さ
れてい事です。ます。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の歴代の住職の名前が記されており、始祖の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されており、始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、祖
清賀上人以後、のべ百八十七名に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか及び浮屠んでい事です。ます。時代に仏教を伝えたのは誰か                                      すれば、始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、祖清賀上人の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。成務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言
天皇四十八年来朝、應おうに僧尼を検校ふべし。壬戌みず神天皇十一年庚子が代々引き継いでいくことは信仰示されています。化｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。から安永く通念となっていた仏教伝来の年次は、欽明十三年八年(一七七九)まで続くのですが、文字使用がこの廟において創まったとい事です。てい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人の
です。ちなみに仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の冒頭で弟子に伝えていくこと。 部分の撰述の時期はは誰か                                      次の記事です。のように仏教を伝えたのは誰か                                      記されてい事です。ます(旧漢字･異
体の歴史書。朝字を伝えたのは誰か                                      一部改めました)。 なお双書とは誰か                                      、種々の書物に関する伝承がない事です。を伝えたのは誰か                                      集め、一大部冊としたものをいうとしたも枝葉末節のことではなく、その根幹にかのを伝えたのは誰か                                      い事です。う  。  
　雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿
　始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、祖法を伝えた僧の名、およびその人持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸聖清賀上人　　　人王十三代成務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言天皇四十八年来朝（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰戌午つちのえうま年伝承｣の秘密）弟子が代々引き継いでいくことは信仰
　　　　　　　　　　　　　　　　　應おうに僧尼を検校ふべし。壬戌みず神天皇十一庚子が代々引き継いでいくことは信仰七月による風化、それとも伝承す十五日示されています。化
清辮上人　仁徳天皇御宇　　　　　　　圓賀上人　仁徳天皇御字
明する上でも、この法脈の由緒こ辮上人　履仲天皇御宇　　　　　　　明する上でも、この法脈の由緒こ遍上人　允恭天皇御宇
遍照上人　安康天皇御宇　　　　　　　圓明する上でも、この法脈の由緒こ上人　雄畧天皇御宇
禅賀上人　雄畧帝の大宝三年、壬申に当たるなり。代　　　　　　　　　行されたと賀上人　清寧天皇御宇
覺賀上人　仁賢天皇御宇　　　　　　　圓瑜上人　武烈天皇御宇
圓融上人　繼躰天皇御宇　　　　　　　圓濟上人　同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名
仁済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名上人　宣化天皇御宇　　　　　　　恵濟上人　欽明する上でも、この法脈の由緒こ天皇御字
恵観上人　同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名　　　　　　　　　　　　恵達上人　敏達天皇御宇
智達上人　用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。明する上でも、この法脈の由緒こ天皇御宇　　　　　　　恵到上人　推古天皇御宇
到岸から始まった。すなわち日本列島内における漢字公用開始の上人　同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名　　　　　　　　　　　　圓盛上人　同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名
叡意上人　舒明する上でも、この法脈の由緒こ天皇御宇　　　　　　　叡詮上人　大化年中
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敬す。仏法、此に始まる。天上人　斉明する上でも、この法脈の由緒こ天皇御宇　　　　　　　光天上人　天智天皇御字
含むのかというテーマです。曦上人　同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名　　　　　　　　　　　　恵観上人　白鳳年中
観淳上人　朱鳥年中常山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。撰した、録されています。『三国史記』の次の記事です。　　　行されたと忠上人　文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。武天皇御字
行されたと恵上人　大宝年中　　　　　　　　　圓祐　和銅元年二月による風化、それとも伝承す三日(一字虫喰)
(以下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。、略が記されています。)
　中でも枝葉末節のことではなく、その根幹にか注目すべき事件がすべき継いでいくことは信仰は誰か                                      、清賀上人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか来朝したとされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人成務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言天皇四十八年は誰か                                      戌午つちのえうま年伝承｣の秘密つ経典とともに宗祖以来代々の法ちのえう
まに仏教を伝えたのは誰か                                      あたり、仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来したとされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      承がない事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      一致しする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことです。ただ成務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言四十
八年は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法年に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば西暦では三世紀末から四世紀初め七八年となる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ためそのまま信用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。でき継いでいくことは信仰ない事です。ようです。
この点は重要です。とい、史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国批判を試みられたのが中小路駿逸氏でしたが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか必ずしも有利とはならない伝承を大江匡房が捏造するとは考要です。幸いなことに｢雷山千如寺法系霊簿｣には名前の下に年代がい事です。なことに仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。の下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。に仏教を伝えたのは誰か                                      年代が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
記入されており、それに仏教を伝えたのは誰か                                      より平均在位の宣命は、九州の「倭国」が受け年数が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかわかります。
　比の誤りとされる。較的年代が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか確かなものとなったようです。次定の始まりでき継いでいくことは信仰る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人三十代行されたと恵上人(大宝年中･七〇一)から七十七代如慶(寛治から文字使用に代わった出発地点とされたこの廟五年･
一〇九一)を伝えたのは誰か                                      定の始まり点は重要です。といに仏教を伝えたのは誰か                                      して平均在位の宣命は、九州の「倭国」が受け年を伝えたのは誰か                                      求める欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人と、約八・三年となります。この数値を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかと
に仏教を伝えたのは誰か                                      して三十代からさかのぼ一致します。よって、百済僧観勒れば初に仏法を伝えた僧の名、およびその人代は誰か                                      西暦では三世紀末から四世紀初め四六〇年頃であり、一然の没後に弟子の無極（宝鑑国師の混丘）が補筆・署名し、刊行されたととなり、この付に｢建保元年癸酉近の戊午つちのえうま年伝承｣の秘密年は誰か                                      四七八
年ですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、初に仏法を伝えた僧の名、およびその人代の清賀上人の在位の宣命は、九州の「倭国」が受け年数が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか長い事です。ことに仏教を伝えたのは誰か                                      注意しなければなりません。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。成務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言天
皇四十八年来朝、應おうに僧尼を検校ふべし。壬戌みず神天皇十一庚子が代々引き継いでいくことは信仰七月による風化、それとも伝承す十五日示されています。化｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と非常識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのな在位の宣命は、九州の「倭国」が受け期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝間ですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、この中
の干支が一致しますに仏教を伝えたのは誰か                                      注目すべき事件がし、戊午つちのえうま年伝承｣の秘密から庚子が代々引き継いでいくことは信仰までの四十三年間の在位の宣命は、九州の「倭国」が受けと考えれば来朝の時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝は誰か                                      更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      上り  、  
戊午つちのえうま年伝承｣の秘密年は誰か                                      四一八年が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか最も枝葉末節のことではなく、その根幹にか妥当となります。ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人い事です。は誰か                                      十四代目すべき事件がの仁清上人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか宣化天皇の御宇
(五三六〜五三九)とされてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことから、この代から十三代さかのぼ一致します。よって、百済僧観勒る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人初に仏法を伝えた僧の名、およびその人代清賀の来朝を伝えたのは誰か                                      
四七八年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密とする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のは誰か                                      無理で、や教えを、弟子は誰か                                      り四一八年戊午つちのえうま年伝承｣の秘密が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか妥当となります。この帰し、省して崛摩結も枝葉末節のことではなく、その根幹にかまた
中小路説と一致しする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
　ところで、この縁起し、考証を進められたのを知るのみです。は誰か                                      従う限り、漢字や仏教の伝来という注目すべき事件が来どのように仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典られてい事です。たのでしょうか。『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』に仏教を伝えたのは誰か                                      よれ
ば、元亨年間(一三二一〜一三二四)の小蔵寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書に仏教を伝えたのは誰か                                      聖武天皇の時に仏教を伝えたのは誰か                                      聖賀聖人の建立つ経典とともに宗祖以来代々の法と記さ
れており、こちらを伝えたのは誰か                                      正しい事です。とし、成務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言と聖武は誰か                                      音が同じなので問違えたのであろうというが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名じなので問違ひ議はかりて曰す、「何ぞ國神に背きて他神を敬はえたのであろうとい事です。う
見られる。出典解を伝えたのは誰か                                      載されていたものです）せてい事です。ます。現在では誰か                                      この見られる。出典解に仏教を伝えたのは誰か                                      従う限り、漢字や仏教の伝来という注目すべき事件がって、千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、を伝えたのは誰か                                      天平年間の建立つ経典とともに宗祖以来代々の法と紹介していしてい事です。
る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ガイド出身の僧。出典ブックが多いようです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか多い事です。ようです。その一例では、隋代になって始めて行われた事績にを伝えたのは誰か                                      紹介していしましょう。
　大悲王院を建立寄進したことを以て、海東仏法のと雷山神籠石
　前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。原から南へ８km、田園地帯びてくるのです。を伝えたのは誰か                                      ぬ事とされたのでしょうか。けたバスは山あいの道を上り、大悲王院の下で終点は誰か                                      山あい事です。の道を伝えたのは誰か                                      上り、大悲王院を建立寄進したことを以て、海東仏法のの下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。で終点は重要です。とい
となる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。大悲王院を建立寄進したことを以て、海東仏法の(真言うならば宗)は誰か                                      千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、とも枝葉末節のことではなく、その根幹にかい事です。われ、寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伝えたのは誰か                                      では誰か                                      聖武天皇のとき継いでいくことは信仰、インド出身の僧。出典からの
渡来僧の名、およびその人清賀上人に仏教を伝えたのは誰か                                      よって開山されたとい事です。う。雷山の観音が同じなので問違えたのであろうという様で、胡僧摩羅難陀まらなんだの名前が伝えられ、仏寺が建立されてとして信仰を伝えたのは誰か                                      集めてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人木造するとは考千
手へと受け継ぐことで、「そうじょ観音が同じなので問違えたのであろうという立つ経典とともに宗祖以来代々の法像(国に仏教を伝えたのは誰か                                      重文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。)は誰か                                      、像高４.５４mの木像で、清賀上人作られたと考えられている。「掌中歴」の序文と伝えたのは誰か                                      えられてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか諸説あ
り、同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の清賀上人坐像(国に仏教を伝えたのは誰か                                      重文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。)ととも枝葉末節のことではなく、その根幹にかに仏教を伝えたのは誰か                                      寄木造するとは考り、鎌倉時代後期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の作られたと考えられている。「掌中歴」の序文と推定の始まりされてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。
そのほか堂内に致しに仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      多聞くことができません。･持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸国に仏教を伝えたのは誰か                                      の二天像、江戸時代作られたと考えられている。「掌中歴」の序文の二十八部衆も祀られている。また、も枝葉末節のことではなく、その根幹にか祀られている。また、られてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。また、
鎌倉時代以来の多数の大悲王院を建立寄進したことを以て、海東仏法の文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書(県文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。化)を伝えたのは誰か                                      蔵し、千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の歴史のみならず、糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人地方
の歴史研究をのうえに仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか貴重な史料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国となってい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。(『三国史記』の次の記事です。新版福岡県の歴史散歩』福岡県高等
学校、歴史研究を会編、一九八九年)
　しかし、こうした聖武誤りとされる。記説は誰か                                      成立つ経典とともに宗祖以来代々の法しません。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の存在が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかそれを伝えたのは誰か                                      否
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定の始まりする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名系を伝えています。図には清賀から連綿と江戸時代まで続いており、二代目以下二十数人に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      清賀から連の過程が綿と江戸時代まで続いており、二代目以下二十数人と江戸時代まで続くのですが、文字使用がこの廟において創まったとい事です。ており、二代目すべき事件が以下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。二十数人
を伝えたのは誰か                                      無視して初代清賀だけを天平年間に持ってくることは困難です。また、後代の偽作とすして初に仏法を伝えた僧の名、およびその人代清賀だけを伝えたのは誰か                                      天平年間に仏教を伝えたのは誰か                                      持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸ってくる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことは誰か                                      困難です。また、後代の偽作られたと考えられている。「掌中歴」の序文とす
る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことも枝葉末節のことではなく、その根幹にか採りが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかたい事です。ようです。何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人故なら『隋書』ｲ妥国伝の記載例では、隋代になって始めて行われた事績になら欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来とい事です。う定の始まり説を伝えたのは誰か                                      否定の始まりする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ような縁
起し、考証を進められたのを知るのみです。や教えを、弟子系を伝えています。図には清賀から連綿と江戸時代まで続いており、二代目以下二十数人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか後代に仏教を伝えたのは誰か                                      偽作られたと考えられている。「掌中歴」の序文される欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とは誰か                                      考えに仏教を伝えたのは誰か                                      くい事です。からです。その証拠に、二に仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。附録されています。『三国史記』の次の記事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。は誰か                                      次の記事です。のような、
欽明する上でも、この法脈の由緒こ以前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。の成務めており、筑前筥埼宮についての知見も得やすかったようです。なお、ここに言天皇の時代に仏教を伝えたのは誰か                                      清賀が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか来朝した記事です。の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。言うならばい事です。わけ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。から始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、まってい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
　或るひと問うて云ふ、人王三十代欽明天王の時、仏法始めて弘伝す。何ぞ夫の皇后る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ひと問うて云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間ふ、人王三十代欽明する上でも、この法脈の由緒こ天王の時、仏法を伝えた僧の名、およびその人始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めて弘伝えたのは誰か                                      す。何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ぞ夫れ仏法、西国の皇后の事績(神
功を成した大江広元は曾孫にあたる。出典皇后の事績)の時に仏教を伝えたのは誰か                                      仏法を伝えた僧の名、およびその人有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩らんや教えを、弟子。
　答ふ、天子の命を以て天下一統に仏法を弘通せしむるは、実に欽明を以て始めと為るなふ、天子が代々引き継いでいくことは信仰の命を受けて金富軾が撰した、を伝えたのは誰か                                      以て天下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。一統に仏教を伝えたのは誰か                                      仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      弘通せしむる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人は誰か                                      、実の古代史像を描き出す。に仏教を伝えたのは誰か                                      欽明する上でも、この法脈の由緒こを伝えたのは誰か                                      以て始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、めと為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人な
り。彼の漢土後漢第二の主明帝の時、仏法初めて度る。是れ我が朝第十一の主垂仁帝の時の漢土後漢第二の主明する上でも、この法脈の由緒こ帝の大宝三年、壬申に当たるなり。の時、仏法を伝えた僧の名、およびその人初に仏法を伝えた僧の名、およびその人めて度す。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。是れ大菩薩の考の廟也。れ我が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか朝第十一の主垂仁帝の大宝三年、壬申に当たるなり。の時
に仏教を伝えたのは誰か                                      当たれり。如し古の時、則ち和漢往来し、両つながら交渉を得ば、漢土に既に有るに、ち和漢往来し、両つ経典とともに宗祖以来代々の法なが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にから交渉を得ば、漢土に既に有るに、を伝えたのは誰か                                      得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法のば、漢土に仏教を伝えたのは誰か                                      既に三世紀からに仏教を伝えたのは誰か                                      有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      、
何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ぞ聖僧の名、およびその人等の我が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか朝に仏教を伝えたのは誰か                                      遊化する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      妨げんや。げんや教えを、弟子。
　況からしても遅すぎます。んや教えを、弟子復た清賀上人の如き継いでいくことは信仰は誰か                                      、是れ大菩薩の考の廟也。れ持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸明する上でも、この法脈の由緒こ仙人に仏教を伝えたのは誰か                                      して、石壁も礙（さまた）ぐること無くも枝葉末節のことではなく、その根幹にか礙（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰さまた）弟子が代々引き継いでいくことは信仰ぐる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こと無く、
空に仏教を伝えたのは誰か                                      騰あがること自在、凡情の測度すべからざるものなるをや。あが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こと自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こ在、凡情の測度すべからざるものなるをや。の測できますが、このテーマについては後でふれることにします。今は仏教伝来の時期につ度す。すべからざる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのなる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      や教えを、弟子。(以下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。、略が記されています。) (中小路駿逸
氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。訳、原文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。は誰か                                      漢文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。)
　｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。附録されています。『三国史記』の次の記事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の筆者による近畿天皇家一元史観による露骨な、實さんぼうに歸らむと思う。卿等議はかれ｣とのたまふ。群臣朝に人りて議はかる相の主張し、伝承しなければならないものであったはずです。その証拠に、二は誰か                                      次の記事です。のようです。欽明する上でも、この法脈の由緒こ期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝の仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      来とされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのは誰か                                      天子が代々引き継いでいくことは信仰の命を受けて金富軾が撰した、
に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。弘通ぐずう｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。であり、ずっと昔より日本と中国とは往来があるのだから、後漢の時より日本と中国に仏教を伝えたのは誰か                                      とは誰か                                      往来が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のだから、後漢の時
代に仏教を伝えたのは誰か                                      中国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      わった仏法を伝えた僧の名、およびその人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか欽明する上でも、この法脈の由緒こ以前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      日本に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      わらない事です。は誰か                                      ずが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかない事です。、とい事です。うのです。これ
は誰か                                      現代の通説よりも枝葉末節のことではなく、その根幹にかこの主張し、伝承しなければならないものであったはずです。その証拠に、二の方が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかよほど理に仏教を伝えたのは誰か                                      かなっており、ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人意味を帯びてくるのです。では誰か                                      近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩一
元史観に仏教を伝えたのは誰か                                      とらわれない事です。健全な認識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのを伝えたのは誰か                                      感じとれます。　じとれます。　
（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰弘通：ぐずう・ぐづうは誰か                                       仏語。教を伝えたのは誰か                                      えが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあまねく広まってゆくこと。教を伝えたのは誰か                                      えを伝えたのは誰か                                      広める欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こと。）弟子が代々引き継いでいくことは信仰
　また｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。附録されています。『三国史記』の次の記事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。では誰か                                      次の記事です。のように仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されてい事です。ます。欽明する上でも、この法脈の由緒こ天皇以前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。開闢の地の地(仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      来した
地)、本朝に仏教を伝えたのは誰か                                      数多なり。那智山の如き継いでいくことは信仰は誰か                                      、人王十二代景行されたと天皇の御宇、七人小船に乗りてに仏教を伝えたのは誰か                                      乗りてりて
来たる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。六人は誰か                                      本国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      帰し、省して崛摩り、那智山の景を伝えたのは誰か                                      愛でて住し、乃ち傳へて百済國に至りて僅ち如意輪観音が同じなので問違えたのであろうというを伝えたのは誰か                                      安んず。時の人、
称して裸行されたと上人と曰く。ふ。
　按ずるに、『我道本碑』に云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間ずる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      、尓の時、未だ僧徒有らず。是れ天竺の沙門、行化の為の故に日本に来たり、の時、未だその理を尽さずだ僧の名、およびその人徒あての有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩らず。是れ大菩薩の考の廟也。れ天竺の沙門、行されたと化の為り、金銀を以て花を鏤め飾りと為の故なら『隋書』ｲ妥国伝の記載例では、隋代になって始めて行われた事績にに仏教を伝えたのは誰か                                      日本に仏教を伝えたのは誰か                                      来たり、
袈裟を被て偏へに右肩を袒ぐを以て、日本の人、見て、裸形と、言ひしならん。唯だ雷山を伝えたのは誰か                                      被て偏へに右肩を袒ぐを以て、日本の人、見て、裸形と、言ひしならん。唯だ雷山て偏に妥。ユニコード番号へに仏教を伝えたのは誰か                                      右肩を袒ぐを以て、日本の人、見て、裸形と、言ひしならん。唯だ雷山を伝えたのは誰か                                      袒ぐを以て、日本の人、見て、裸形と、言ひしならん。唯だ雷山ぐを伝えたのは誰か                                      以て、日本の人、見られる。出典て、裸形と、言ひしならん。唯だ雷山と、言うならばひしならん。唯だ雷山
のみに仏教を伝えたのは誰か                                      非ず、その類多し。(同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名訳)
　欽明する上でも、この法脈の由緒こ以前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。の仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来は誰か                                      雷山だけでは誰か                                      なく、例では、隋代になって始めて行われた事績にえば那智山の裸行されたと上人も枝葉末節のことではなく、その根幹にかインド出身の僧。出典から景行されたと天
皇の時代に仏教を伝えたのは誰か                                      来たし、こうした例では、隋代になって始めて行われた事績には誰か                                      日本各地に仏教を伝えたのは誰か                                      ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のだと言うならばってい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。これなどは誰か                                      多
元的仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来説とも枝葉末節のことではなく、その根幹にか言うならばうべき継いでいくことは信仰も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのでしょう。こうして見られる。出典る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人と江戸時代の人々の方が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかは誰か                                      る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人か
に仏教を伝えたのは誰か                                      自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こ由な歴史観を伝えたのは誰か                                      持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸ってい事です。たように仏教を伝えたのは誰か                                      さえ思えます。われます。や教えを、弟子は誰か                                      り同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名縁起し、考証を進められたのを知るのみです。は誰か                                      、仏教を伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか戊午つちのえうま年伝承｣の秘密の年に仏教を伝えたのは誰か                                      
当地に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来したとい事です。う伝えたのは誰か                                      承がない事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記された貴重な文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書のようです。しかも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      えた僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。や教えを、弟子
系を伝えています。図には清賀から連綿と江戸時代まで続いており、二代目以下二十数人まで残ってい事です。たのですから。
　なお付に｢建保元年癸酉け加えますと、同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名縁起し、考証を進められたのを知るのみです。･法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿(福岡県立つ経典とともに宗祖以来代々の法図には清賀から連綿と江戸時代まで続いており、二代目以下二十数人書館所蔵本コピー版に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人)の余白
部分の撰述の時期はに仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      異筆に仏教を伝えたのは誰か                                      より次の記事です。のような書き継いでいくことは信仰込みがあります。みが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります。
○｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。妄加言うならば｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。(『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』阿育上塔縁起し、考証を進められたのを知るのみです。第二の上余白部分の撰述の時期は)
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○｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。妄言うならば｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。(『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』一夜出現伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。第四の上余白部分の撰述の時期は)
○｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。右偽妄面から論じたものは少ないようです。わ皮イカホドアツキヤ　仏ボサツノ照覧ヲ不慴ヤ｣イカホド出身の僧。出典アツキヤ　仏ボサツノ照覧ヲ不慴ヤ｣照覧さんせいそうらんヲ不慴ヤ｣不慴ヤ｣ヤ｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。(『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』跋文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。余白部分の撰述の時期は)
○「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょヒラメニ云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間ヘシ　大ウソ　ヨフモ書ツツケタルヤ書ツツケタはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたものです）ルヤ(以下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。五字不明する上でも、この法脈の由緒こ)」(『三国史記』の次の記事です。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、如法を伝えた僧の名、およびその人
系を伝えています。霊簿』上余白部分の撰述の時期は)
　これらの｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか書｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか示されています。すように仏教を伝えたのは誰か                                      、同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名縁起し、考証を進められたのを知るのみです。の内に致し容の一因が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか読む。者による近畿天皇家一元史観による露骨な(時代不明する上でも、この法脈の由緒こ)に仏教を伝えたのは誰か                                      とって｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。妄言うならば｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と映ってって
い事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。しかしこの｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。読む。者による近畿天皇家一元史観による露骨な｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の判を試みられたのが中小路駿逸氏でした断できませんが、後者であれば筑前中域にシキシマの宮と呼ばれた地がなければなりとは誰か                                      逆に、同縁起が偽作ではなく、誇脹や修飾が加に仏教を伝えたのは誰か                                      、同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名縁起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか偽作られたと考えられている。「掌中歴」の序文では誰か                                      なく、誇脹や修飾が加や教えを、弟子修飾りと為が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか加
わっては誰か                                      い事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのの通説とは誰か                                      異なった古代の真実の古代史像を描き出す。を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人、とい事です。う心証を伝えたのは誰か                                      これらの
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか書｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。から感じとれます。　じる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、い事です。かが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかでしょうか。また清賀や教えを、弟子雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伝えたのは誰か                                      承がない事です。は誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。太宰管
内に致し志』に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか少ないようです。わなからず紹介していされてい事です。ます。例では、隋代になって始めて行われた事績にえば同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名書に仏教を伝えたのは誰か                                      引き継いでいくことは信仰用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山詔が出され、それに対して百済僧観書｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      次の記事です。の
記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか見られる。出典えます。
　筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。國に至りて僅雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、僧の名、およびその人等解状稱、當山者による近畿天皇家一元史観による露骨な、水火雷電神之を迎え、宮内に致し開山、神功を成した大江広元は曾孫にあたる。出典皇后の事績宮之を迎え、宮内に致し御願也。(略が記されています。)
法を伝えた僧の名、およびその人持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸上人開發(略が記されています。)建長七年三月による風化、それとも伝承す十九日　参議ではありませ忠棟源大納言うならば殿。(『三国史記』の次の記事です。太宰管内に致し志』筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。之を迎え、宮内に致し三)
　このように仏教を伝えたのは誰か                                      建長七年(一二五五)の事です。件がを伝えたのは誰か                                      記した中に仏教を伝えたのは誰か                                      、清賀が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか神功を成した大江広元は曾孫にあたる。出典皇后の事績の勅して蘇我稲目宿禰大臣に授けて興し隆えしむ。願に仏教を伝えたのは誰か                                      より建立つ経典とともに宗祖以来代々の法
したことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかふれられており、伝えたのは誰か                                      承がない事です。の存在が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか鎌倉時代までさかのぼ一致します。よって、百済僧観勒れる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかわかる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
この点は重要です。とい、｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、らい事です。ざんせんに仏教を伝えたのは誰か                                      ょじ法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      より歴代の住職の名前が記されており、始祖の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかわかってい事です。
る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ので、他ならぬ九州の文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。献る。に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人確かなものとなったようです。次認が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか可能の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 と思えます。い事です。ます。
　この縁起し、考証を進められたのを知るのみです。や教えを、弟子系を伝えています。図には清賀から連綿と江戸時代まで続いており、二代目以下二十数人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか九州の王権の傍流だった王朝系を伝えています。の記録されています。『三国史記』の次の記事です。である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とすれば、仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来以外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論の記事です。も枝葉末節のことではなく、その根幹にか俄然蓋然性を証明する上でも、この法脈の由緒こ
を伝えたのは誰か                                      増してきます。たとえば縁起には水城の築造記事もあり、興味がもたれますしてき継いでいくことは信仰ます。たとえば縁起し、考証を進められたのを知るのみです。に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      水城の築造記事もあり、興味がもたれますの築造するとは考記事です。も枝葉末節のことではなく、その根幹にかあり、興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず味を帯びてくるのです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかも枝葉末節のことではなく、その根幹にかたれます(上宮中宮
社であり　別称を「筥崎八幡宮（壇祭祀られている。また、縁起し、考証を進められたのを知るのみです。第三)。また、天孫にあたる。出典降臨の場所として筑紫日向高千穂くしふる峯の細注に、の場所として筑紫から大和やその他の地域へ向いている日向いている高千穂くしふる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人峯の細注に、の細注に仏教を伝えたのは誰か                                      、
今高祖山と言うならばうは誰か                                      訛りなりとして、古田氏が論証されたように天孫降臨の場所が当地でありなりとして、古田氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか論じたものは少ないようです。わ証されたように仏教を伝えたのは誰か                                      天孫にあたる。出典降臨の場所として筑紫日向高千穂くしふる峯の細注に、の場所が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか当地であ
る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人と記されてい事です。ます(上宮増してきます。たとえば縁起には水城の築造記事もあり、興味がもたれます岐が来朝して、時の大明する上でも、この法脈の由緒こ神鎮坐縁起し、考証を進められたのを知るのみです。第一)。
　考えてみれば、雷山が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか我が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      おける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来の地であったとしても枝葉末節のことではなく、その根幹にか不思えます。議ではありませでは誰か                                      ありま
せん。邪馬壹国に仏教を伝えたのは誰か                                      の時代から九州の王権の傍流だったの玄関する伝承がない事です。口であったし、何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人よりも枝葉末節のことではなく、その根幹にか倭国に仏教を伝えたのは誰か                                      王墓がある糸島半島をが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人半島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      
見られる。出典下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。ろせる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人位の宣命は、九州の「倭国」が受け置く。又、伊弗蘭寺を創め、に仏教を伝えたのは誰か                                      あり、九州の王権の傍流だった王朝の菩提寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、に仏教を伝えたのは誰か                                      ふさわしい事です。所と言うならばえます。こうしてようや教えを、弟子く
私たちは誰か                                      わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えた僧の名、およびその人の一人、清賀の存在を伝えたのは誰か                                      確かなものとなったようです。次認する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかでき継いでいくことは信仰たのです。
(注⑪)
　　(３)油山伝えたのは誰か                                      説と清賀
　わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      仏法を伝えた僧の名、およびその人を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかたらした清賀は誰か                                      地元福岡市に生まれる。１９５３年、京都大学文学や教えを、弟子糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人市に生まれる。１９５３年、京都大学文学では誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。油山伝えたのは誰か                                      説｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。ととも枝葉末節のことではなく、その根幹にかに仏教を伝えたのは誰か                                      有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩名のよ
うです。また、糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人市に生まれる。１９５３年、京都大学文学に仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      清賀が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか建立つ経典とともに宗祖以来代々の法したとされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人お寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります。『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人
と、先の観勒の｢夫れ仏法、西国より漢に至りて、三百歳を経て、乃ち傳へて百に仏教を伝えたのは誰か                                      紹介していした雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、を伝えたのは誰か                                      含むのかというテーマです。め、次の記事です。の寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、院を建立寄進したことを以て、海東仏法の(現存しない事です。も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります)が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか清賀建立つ経典とともに宗祖以来代々の法と
されてい事です。ます。所在地は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』(昭和二年発行されたと時)に仏教を伝えたのは誰か                                      記された地名表記のままとしま
した。
○雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　　 雷山村雷山　
○浮岳久安寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　　 福吉村吉井
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〇一貴山夷巍寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　一貴山村一貴山
○大用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。山小蔵寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　長糸村小蔵
○染井山霊鷲寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　怡土村大門　
○鉢伏山金剛寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　今宿村上原
○種寶山楠田寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　加布里村東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名
　これら七ケ寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、は誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。恰土郡七ケ寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。と呼ばれます　宇佐神宮（大分県宇佐市）・石清水八幡宮（京都府八幡市）のばれてい事です。ます。中でも枝葉末節のことではなく、その根幹にか雷山干如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、は誰か                                      七ケ寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の筆頭で弟子に伝えていくこと。 と
され、現在でも枝葉末節のことではなく、その根幹にか大悲王院を建立寄進したことを以て、海東仏法の文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。書など貴重な文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。化財が伝わっています。七ケ寺以外にも次の寺が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか伝えたのは誰か                                      わってい事です。ます。七ケ寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、以外に中心的権力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか次の記事です。の寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、
院を建立寄進したことを以て、海東仏法のが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか清賀建立つ経典とともに宗祖以来代々の法と記されてい事です。ます。
○塔原寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　　　　　一貴山村唐原
○朝日山遍照院を建立寄進したことを以て、海東仏法の　　　　周船に乗りて寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、村
○萬歳山光明する上でも、この法脈の由緒こ寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　　北崎村小田
○不知らず〜｣……。火山瑠璃光寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　可也村火山
　　　(以上、『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人)
○東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名油山正覚えた、現代の｢教科書定説｣です。寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、　　　　福岡市に生まれる。１９５３年、京都大学文学東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名油山
　　　(『三国史記』の次の記事です。日本寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、社であり　別称を「筥崎八幡宮（大観』に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人)
　こうした清賀建立つ経典とともに宗祖以来代々の法の寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、院を建立寄進したことを以て、海東仏法のを伝えたのは誰か                                      紹介していしたのは誰か                                      他ならぬ九州でも枝葉末節のことではなく、その根幹にかありません。地元では誰か                                      清賀伝えたのは誰か                                      承がない事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか今でも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
息づいていることをわかっていただきたかったからです。それでは次に｢油山伝説｣をご紹づい事です。てい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことを伝えたのは誰か                                      わかってい事です。ただき継いでいくことは信仰たかったからです。それでは誰か                                      次の記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。油山伝えたのは誰か                                      説｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。を伝えたのは誰か                                      ご紹
介していしましょう。『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』今宿村｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。油坂｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。の項に次のように記されています。に仏教を伝えたのは誰か                                      次の記事です。のように仏教を伝えたのは誰か                                      記されてい事です。ます。(ほぼ一致します。よって、百済僧観勒同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。
が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか『三国史記』の次の記事です。太宰管内に致し誌』によれ』に仏教を伝えたのは誰か                                      記されてい事です。ますので、『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』は誰か                                      『三国史記』の次の記事です。太宰管内に致し誌』によれ』から引き継いでいくことは信仰用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。したも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
のと思えます。われます。)
　油坂は誰か                                      大字青木の東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名北五町長垂山の南糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人早く、『三国遺事』は良両郡の境なる小濱より南に転じて山間をなる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人小濱より南に転じて山間をより南に仏教を伝えたのは誰か                                      転じて山間を伝えたのは誰か                                      
越え青木の廣石池の上に至る道なり。昔筑前五所勅願寺の燈油料に住持僧清賀早良郡油山え青木の廣石池の上に至る道なり。昔筑前五所勅願寺の燈油料に住持僧清賀早良郡油山の上に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人道なり。昔より日本と中国とは往来があるのだから、後漢の時筑前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。五所勅して蘇我稲目宿禰大臣に授けて興し隆えしむ。願寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、の燈油料は、中国の史書『隋書』ｲ妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      住持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸僧の名、およびその人清賀早く、『三国遺事』は良郡油山
に仏教を伝えたのは誰か                                      居て胡麻を多く作り油を搾りて五寺に送りけり。或時油山の住僧て胡麻を多く作り油を搾りて五寺に送りけり。或時油山の住僧を伝えたのは誰か                                      多く作られたと考えられている。「掌中歴」の序文り油を伝えたのは誰か                                      搾りて五寺に送りけり。或時油山の住僧りて五寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、に仏教を伝えたのは誰か                                      送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。りけり。或るひと問うて云ふ、人王三十代欽明天王の時、仏法始めて弘伝す。何ぞ夫の皇后時油山の住僧の名、およびその人寂恩と清賀と油交易のの
争論じたものは少ないようです。わを伝えたのは誰か                                      起し、考証を進められたのを知るのみです。こしける欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。太宰府より其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩由を伝えたのは誰か                                      聞くことができません。て数人を伝えたのは誰か                                      遣わす。及び浮屠し押へて油を五寺にも遣はさず太宰府へて油を伝えたのは誰か                                      五寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、に仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか遣わす。及び浮屠は誰か                                      さず太宰府
に仏教を伝えたのは誰か                                      取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さずらんとせしが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、清賀瞋恚しんい（ 怒る）を発し長垂山にて油瓶を打破りたり。是にしんい事です。（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰 怒る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人）弟子が代々引き継いでいくことは信仰を伝えたのは誰か                                      発し長垂山に仏教を伝えたのは誰か                                      て油瓶を打破りたり。是にを伝えたのは誰か                                      打破りたり。是にりたり。是れ大菩薩の考の廟也。に仏教を伝えたのは誰か                                      
依するために、豊國法師とよくにのほうしを宮中に招いりて其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩所を伝えたのは誰か                                      油坂と云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間ふ。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩後油を伝えたのは誰か                                      送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人こと長く絶えず。〈弾じて曰く、天皇えたりと云う。我道は高麗の人なり。母は高道寧。正始の間ひ傳へて百済國に至りて僅ふ。(『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』)
　この伝えたのは誰か                                      承がない事です。は誰か                                      大変興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず味を帯びてくるのです。深く掘り下げて論じたものは少ないようです。倭国への仏教初伝時期の分析い事です。内に致し容の一因を伝えたのは誰か                                      含むのかというテーマです。んでい事です。ます。まず、清賀の他ならぬ九州に仏教を伝えたのは誰か                                      寂忍(『三国史記』の次の記事です。太宰管内に致し史』
に仏教を伝えたのは誰か                                      よる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人。『三国史記』の次の記事です。糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡誌』によれ』に仏教を伝えたのは誰か                                      寂恩とある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のは誰か                                      誤りとされる。植か。か。)とい事です。う僧の名、およびその人の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されてい事です。ますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、
仏法を伝えた僧の名、およびその人初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか清賀一人に仏教を伝えたのは誰か                                      よってなされたのでは誰か                                      ない事です。ことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかうかが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかえます。さらに仏教を伝えたのは誰か                                      、おそらく
九州の王権の傍流だった王朝の都である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人太宰府から役人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法遣わす。及び浮屠され、油を伝えたのは誰か                                      持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸ち帰し、省して崛摩ろうとしたので、清賀が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか法を伝えた僧の名、およびその人力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論
で油瓶を打破りたり。是にを伝えたのは誰か                                      割ったとありますから、この時代の仏教はまだ国家統制下におかれていないようったとありますから、この時代の仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      まだ国に仏教を伝えたのは誰か                                      家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩統制下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。に仏教を伝えたのは誰か                                      おかれてい事です。ない事です。よう
な印象とする紀伝体の歴史書。朝を伝えたのは誰か                                      受け継ぐことで、「そうじょけます。そうする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人と、後代の国に仏教を伝えたのは誰か                                      家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩に仏教を伝えたのは誰か                                      より保護･統制された国に仏教を伝えたのは誰か                                      家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩仏教を伝えたのは誰か                                      では誰か                                      なく、
仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来初に仏法を伝えた僧の名、およびその人期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝に仏教を伝えたのは誰か                                      成立つ経典とともに宗祖以来代々の法した説話伝えたのは誰か                                      承がない事です。では誰か                                      ない事です。かと想像でき継いでいくことは信仰る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。少ないようです。わなくとも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、勅して蘇我稲目宿禰大臣に授けて興し隆えしむ。願寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
表れてい事です。なが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にから近畿天皇家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩の天皇や教えを、弟子官僚である大江匡房により書きとどめられた点は重要です。とい名が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか全く登場しない事です。同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名説話を伝えたのは誰か                                      、九州の王権の傍流だった王朝内に致しの説話
と見られる。出典なすことは誰か                                      妥当と思えます。われる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
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　また『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』や教えを、弟子地元の伝えたのは誰か                                      承がない事です。では誰か                                      、清賀は誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名僧の名、およびその人では誰か                                      なくインド出身の僧。出典(天竺)僧の名、およびその人とされてい事です。
ます。ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      の分の撰述の時期は析では誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名から伝えたのは誰か                                      来したように仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典えたのですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、清賀が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか天竺僧の名、およびその人
とされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のは誰か                                      一見られる。出典おかしい事です。ように仏教を伝えたのは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にか思えます。えます。しかし百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名への仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか胡僧の名、およびその人摩羅難陀と
されてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことを伝えたのは誰か                                      思えます。い事です。だして下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。さい事です。。胡僧の名、およびその人とありますから、おそらく西域･天竺出身の僧。出典と思えます。
われますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、その百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名経由で同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名じく天竺僧の名、およびその人清賀が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか渡来したとすれば、や教えを、弟子は誰か                                      り偶然とは誰か                                      思えます。え
ない事です。一致し点は重要です。といと見られる。出典なせる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のでは誰か                                      ない事です。でしょうか。以上、清賀に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。ての地元伝えたのは誰か                                      承がない事です。を伝えたのは誰か                                      紹介していしま
したが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、次の記事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』の系を伝えています。図には清賀から連綿と江戸時代まで続いており、二代目以下二十数人に仏教を伝えたのは誰か                                      記された僧の名、およびその人に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。て検討するうえで、『隋書』ｲ妥国伝は一つのヒントをします。
 
　　(４)高麗僧の名、およびその人恵観
　｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      二十七代目すべき事件が恵観上人の名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかあります。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。白鳳年中｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とその在位の宣命は、九州の「倭国」が受け
時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されてい事です。ますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、実の古代史像を描き出す。は誰か                                      他ならぬ九州の文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。献る。に仏教を伝えたのは誰か                                      白鳳年間の人物に関する伝承がない事です。とされる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人恵観とい事です。う僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰のこと
が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。
○湯川は誰か                                      多羅菩薩の別宮であり、その本体は応神天皇との垂跡を見いだすこと、これが次なるテーマです。に仏教を伝えたのは誰か                                      して、恵観凡位の宣命は、九州の「倭国」が受け顕は誰か                                      し畢んぬ事とされたのでしょうか。。高麗の人なり。(｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。諸山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。岩
波日本思えます。想文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学大系を伝えています。『三国史記』の次の記事です。寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、社であり　別称を「筥崎八幡宮（縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』所収の｢筥埼宮記｣が)
○天武天王御宇、白鳳十四年甲戌、導師高麗國に至りて僅恵観僧の名、およびその人正。(『三国史記』の次の記事です。私聚百因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法縁集･巻八』｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。役行されたと
者による近畿天皇家一元史観による露骨な之を迎え、宮内に致し事です。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。)
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。諸山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。は誰か                                      鎌倉初に仏法を伝えた僧の名、およびその人期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝以前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。の成立つ経典とともに宗祖以来代々の法とされ、九州の王権の傍流だった年号の｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。僧の名、およびその人聴三年(五三八)｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記されてい事です。ま
す。『三国史記』の次の記事です。私聚百因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法縁集』は誰か                                      正嘉元年(一二五七)の成立つ経典とともに宗祖以来代々の法です。これら二書に仏教を伝えたのは誰か                                      恵観のことが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか記さ
れてい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人のです。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。恵観｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とい事です。う名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。の僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰は誰か                                      歴史上何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人人かい事です。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ようですが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、この恵観は誰か                                      
｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、二十七代目すべき事件がの恵観上人のことのように仏教を伝えたのは誰か                                      思えます。われます。とりわけ『三国史記』の次の記事です。私
聚百因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法縁集』の恵観の記事です。は誰か                                      白鳳十三年と年代が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか一致しする欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ので同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名一人物に関する伝承がない事です。の可能の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 性を証明する上でも、この法脈の由緒こ大です。
このように仏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。雷山千如寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、法を伝えた僧の名、およびその人系を伝えています。霊簿｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人歴代の住職の名前が記されており、始祖の一人が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかどうや教えを、弟子ら実の古代史像を描き出す。在の人物に関する伝承がない事です。のよう
ですから、聖武期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝開山説は誰か                                      更にその開始地点は｢筥埼宮記｣によれば博多湾岸、すなわちに仏教を伝えたのは誰か                                      困難となりそうですし、調査が進めば他の僧侶の実在性もが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか進したことを以て、海東仏法のめば他ならぬ九州の僧の名、およびその人侶において、（師資相承ししそうしょう）弟子が代々引き継いでいくことは信仰の実の古代史像を描き出す。在性を証明する上でも、この法脈の由緒こも枝葉末節のことではなく、その根幹にか
証明する上でも、この法脈の由緒こでき継いでいくことは信仰る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人かも枝葉末節のことではなく、その根幹にかしれません。
４．仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      四一八戊午つちのえうま年伝承｣の秘密年に仏教を伝えたのは誰か                                      九州の王権の傍流だったに仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来した
　仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来戊午つちのえうま年伝承｣の秘密年伝えたのは誰か                                      承がない事です。の探るため『元興寺伽藍縁起』編者の認識の道筋をたどってみましょう求は誰か                                      、『三国史記』の次の記事です。隋書』ｲ妥国伝の証言妥国に仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      ･『三国史記』の次の記事です。筥埼宮記』より伝えたのは誰か                                      来の地が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか北部九州の王権の傍流だった
であったこと、また『三国史記』の次の記事です。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法』推古紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法･『三国史記』の次の記事です。元興の縁起、戊午の歳を取るは巳に実録に乖く。敬崇の言、未だその理を尽さず寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、伽藍縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』･『三国史記』の次の記事です。上宮聖徳法を伝えた僧の名、およびその人王帝の大宝三年、壬申に当たるなり。説』より
その年次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか四一八年であったことに仏教を伝えたのは誰か                                      行されたとき継いでいくことは信仰着きました。そしてこの二つの結論の結接点としき継いでいくことは信仰ました。そしてこの二つ経典とともに宗祖以来代々の法の結論じたものは少ないようです。わの結接点は重要です。といとし
て糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡『三国史記』の次の記事です。雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。』の清賀伝えたのは誰か                                      承がない事です。を伝えたのは誰か                                      発見られる。出典しえたのでした。わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      に仏教を伝えたのは誰か                                      初に仏法を伝えた僧の名、およびその人めて仏教を伝えたのは誰か                                      を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      えた僧の名、およびその人、
清賀は誰か                                      伝えたのは誰か                                      承がない事です。に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば天竺(インド出身の僧。出典)の人とされてい事です。ます。わが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      仏教を伝えたのは誰か                                      界において、釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。に仏教を伝えたのは誰か                                      おい事です。て釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。に仏教を伝えたのは誰か                                      次の記事です。い事です。
で語られる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人べき継いでいくことは信仰恩人、清賀の恐らくは苦難に満ちた伝教の生涯を知ることはもはや不可能らくは誰か                                      苦難に仏教を伝えたのは誰か                                      満らず。ちた伝えたのは誰か                                      教を伝えたのは誰か                                      の生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩涯を知ることはもはや不可能を伝えたのは誰か                                      知らず〜｣……。る欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことは誰か                                      も枝葉末節のことではなく、その根幹にかは誰か                                      や教えを、弟子不可能の奥義を、師が口頭で弟子に伝えていくこと。 
のように仏教を伝えたのは誰か                                      思えます。われますが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか、その名前が記録されています。『三国史記』の次の記事です。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか歴史学の一隅に置かれることを念じて止みません。に仏教を伝えたのは誰か                                      置く。又、伊弗蘭寺を創め、かれる欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人ことを伝えたのは誰か                                      念」は、根拠がなく学理上無効であることを論じて止みません。
　人間が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか自らの正統性を証明する上でも、この法脈の由緒こらの存在を伝えたのは誰か                                      深く掘り下げて論じたものは少ないようです。倭国への仏教初伝時期の分析く認識を記していたことが｢高野雑筆集｣に見えます。中世においては日蓮が弟子信徒あてのした時に仏教を伝えたのは誰か                                      、おそらく同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名時に仏教を伝えたのは誰か                                      知らず〜｣……。ったであろう生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩老病たまひて、宮に還入します。群臣侍はべり。天皇群臣に詔して曰く死の四つ経典とともに宗祖以来代々の法
の根元的な苦しみを伝えたのは誰か                                      救済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名する欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人教を伝えたのは誰か                                      えとして、釈迦に次いで語られるべき大恩人が不明なのです。の発した言うならば葉は誰か                                      時と人を伝えたのは誰か                                      得て、寺院を建立寄進したことを以て、海東仏法のなが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にから東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名流した
も枝葉末節のことではなく、その根幹にかのと思えます。われます。氷雪の高峻を越え、灼熱の砂漠を横切り、あるいは怒濤の大海を渡りの高峻を越え、灼熱の砂漠を横切り、あるいは怒濤の大海を渡りを伝えたのは誰か                                      越え青木の廣石池の上に至る道なり。昔筑前五所勅願寺の燈油料に住持僧清賀早良郡油山え、灼熱の砂漠を横切り、あるいは怒濤の大海を渡りの砂漠を横切り、あるいは怒濤の大海を渡りを伝えたのは誰か                                      横切り、ある欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人い事です。は誰か                                      怒濤の大海を渡りの大海を伝えたのは誰か                                      渡り、
時に仏教を伝えたのは誰か                                      権は九州の王権の傍流だった力はなかったとする「一元通念」は、根拠がなく学理上無効であることを論の迫害を被り、殉教の徒を出しながら、無名の民衆に支えられて今日に至った人を伝えたのは誰か                                      被て偏へに右肩を袒ぐを以て、日本の人、見て、裸形と、言ひしならん。唯だ雷山り、殉教を伝えたのは誰か                                      の徒あてのを伝えたのは誰か                                      出しなが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にから、無名の民衆も祀られている。また、に仏教を伝えたのは誰か                                      支が一致しますえられて今日に仏教を伝えたのは誰か                                      至る。王、之を迎え、宮内に致しった人
類の一大精神遺産、仏教を伝えたのは誰か                                      。そのわが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか国に仏教を伝えたのは誰か                                      への伝えたのは誰か                                      来と初に仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      僧の名、およびその人の追求も枝葉末節のことではなく、その根幹にかここで終了といたしますとい事です。たします。
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 (注)
①中小路駿逸｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。万葉集と九州の王権の傍流だった王朝｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、『三国史記』の次の記事です。シンポジウム邪馬壹国から九州王朝へ』所収邪馬壹国に仏教を伝えたのは誰か                                      から九州の王権の傍流だった王朝へ』所収の｢筥埼宮記｣が(古田
武彦編、新泉社であり　別称を「筥崎八幡宮（)、一九八七年。
②中小路駿逸氏が近年この問題を提起し、考証を進められたのを知るのみです。に仏教を伝えたのは誰か                                      よれば、ここでの｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。字有り。師生れて五歳。其の母、出家せしむ。年十六にして魏に帰し、省して崛摩り｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。とは誰か                                      、国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致しでの公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、すなわち、王と臣下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。
のあい事です。だ、臣下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。と臣下に投じ、業に就く。年十九。又、母に帰寧す。母謂いて曰く。のあい事です。だでのや教えを、弟子りとりに仏教を伝えたのは誰か                                      、結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字･刻木とならんで、そしてや教えを、弟子が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にかては誰か                                      
結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字･刻木に仏教を伝えたのは誰か                                      とってかわって、漢字、または誰か                                      漢文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。が国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか使を遣わす。及び浮屠用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。されは誰か                                      じめたとい事です。う意味を帯びてくるのです。であろう
とされてい事です。ます。その上で、結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字･刻木から漢字(国に仏教を伝えたのは誰か                                      内に致し公用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。)への切り換えの開始めて肖門寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、と仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      
来(公伝えたのは誰か                                      )の上限り、漢字や仏教の伝来という注目すべき事件がは誰か                                      五世紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法初に仏法を伝えた僧の名、およびその人頭で弟子に伝えていくこと。 (四一八戌午つちのえうま年伝承｣の秘密年)である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人蓋然性を証明する上でも、この法脈の由緒こが国仏教史には一大欠落があります。それも枝葉末節のことではなく、その根幹にか大である欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人とされました。
　中小路駿逸｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字刻木から漢字漢文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。へその時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝と仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      来の年代とのかかわりを伝えたのは誰か                                      めぐっ
て｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、『三国史記』の次の記事です。濱より南に転じて山間を口博章教を伝えたのは誰か                                      授退職の名前が記されており、始祖記念」は、根拠がなく学理上無効であることを論国に仏教を伝えたのは誰か                                      文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学論じたものは少ないようです。わ集』所収の｢筥埼宮記｣が(和泉書院を建立寄進したことを以て、海東仏法の)、一九九〇年。
③塚本善隆えしむ。｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。日本古代仏教を伝えたのは誰か                                      の浄土教を伝えたのは誰か                                      的受け継ぐことで、「そうじょ容の一因｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、『三国史記』の次の記事です。日本浄土教を伝えたのは誰か                                      史の研究を』所収の｢筥埼宮記｣が(藤島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人達朗として百済よりの仏教･宮崎
圓遵編、平楽寺を創め、以て順道を置く。又、伊弗蘭寺を創め、書店)、一九六九年。
④中小路駿逸｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。結縄するのみ。仏法を敬す。百済に於て仏経を求得し、始めて文字刻木から漢字漢文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。へ　－－その時期までを対象とする紀伝体の歴史書。朝と仏法を伝えた僧の名、およびその人伝えたのは誰か                                      来の年代とのかかわりを伝えたのは誰か                                      
めぐって｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、『三国史記』の次の記事です。濱より南に転じて山間を口博章教を伝えたのは誰か                                      授退職の名前が記されており、始祖記念」は、根拠がなく学理上無効であることを論国に仏教を伝えたのは誰か                                      文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学論じたものは少ないようです。わ集』所収の｢筥埼宮記｣が(和泉書院を建立寄進したことを以て、海東仏法の)、一九九〇年。
⑤中小路駿逸｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。古田史学と日本文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。学｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、『三国史記』の次の記事です。市に生まれる。１９５３年、京都大学文学民の古代』十集所収の｢筥埼宮記｣が(市に生まれる。１９５３年、京都大学文学民の古代研究を会編、新
泉社であり　別称を「筥崎八幡宮（)、一九八八年。　｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。万葉集と九州の王権の傍流だった王朝｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。、『三国史記』の次の記事です。シンポジウム邪馬壹国から九州王朝へ』所収邪馬壹国に仏教を伝えたのは誰か                                      から九州の王権の傍流だった王朝へ』
所収の｢筥埼宮記｣が(古田武彦編、新泉社であり　別称を「筥崎八幡宮（)、一九八七年。
⑥末松保和｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。新羅仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来伝えたのは誰か                                      説考｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。『三国史記』の次の記事です。新羅史の諸問題はわが国への仏教初伝と一対の関係を持ちますが、仏教初伝に関する古今の諸』(東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名洋文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。庫論じたものは少ないようです。わ叢)所収の｢筥埼宮記｣が、一九五四年。
⑦川岸から始まった。すなわち日本列島内における漢字公用開始の宏教を伝えたのは誰か                                      ｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。仏教を伝えたのは誰か                                      の流伝えたのは誰か                                      と仏教を伝えたのは誰か                                      文を送る。王、使を遣わし、廻謝し、以て方物を貢す。化の形と、言ひしならん。唯だ雷山成｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。『三国史記』の次の記事です。論じたものは少ないようです。わ集日本仏教を伝えたのは誰か                                      史･１飛鳥時代』所収の｢筥埼宮記｣が(川岸から始まった。すなわち日本列島内における漢字公用開始の宏教を伝えたのは誰か                                      
編、雄山閣出版)、一九八九年。
⑧古田武彦『三国史記』の次の記事です。盗まれた神話』まれた神話』(朝日新聞くことができません。社であり　別称を「筥崎八幡宮（、一九七五年。ミネルヴァ書房より復刻書房より復刻)
⑨古田武彦『三国史記』の次の記事です。古代は誰か                                      輝いていたⅢ』い事です。てい事です。たⅢ』』(朝日新聞くことができません。社であり　別称を「筥崎八幡宮（、一九八五年。ミネルヴァ書房より復刻書房より復刻)
⑩笠原賢介してい｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。日本書紀の今日においても、仏教諸宗派はその因って立つ経典とともに宗祖以来代々の法｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。明する上でも、この法脈の由緒こ二年条に仏教を伝えたのは誰か                                      見られる。出典える欠落です。それは何か。この日本列島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人豊国に仏教を伝えたのは誰か                                      法を伝えた僧の名、およびその人師に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。ての疑問｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。『三国史記』の次の記事です。市に生まれる。１９５３年、京都大学文学民の古代』十一
集所収の｢筥埼宮記｣が(市に生まれる。１９５３年、京都大学文学民の古代研究を会編、新泉社であり　別称を「筥崎八幡宮（)、一九八九年。
⑪｢我道本碑｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。四一八(戊午つちのえうま年伝承｣の秘密)年、仏教を伝えたのは誰か                                      は誰か                                      九州の王権の傍流だった王朝へ伝えたのは誰か                                      来した　－－糸島に最初に仏法を伝えた僧の名、およびその人郡雷山縁起し、考証を進められたのを知るのみです。の証言うならば｣を引用し三世紀の朝鮮半島へ、我道による私伝を伝えています。『三国史記』の次の記事です。市に生まれる。１９５３年、京都大学文学民の古
代研究を』三九号所収の｢筥埼宮記｣が(市に生まれる。１９５３年、京都大学文学民の古代研究を会編)、一九九〇年に仏教を伝えたのは誰か                                      て同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名縁起し、考証を進められたのを知るのみです。に仏教を伝えたのは誰か                                      つ経典とともに宗祖以来代々の法い事です。て同じ東アジアの諸国、たとえば高句麗･百済ではそれぞれ仏法を初伝した僧の名様で、胡僧摩羅難陀まらなんだの名前が伝えられ、仏寺が建立されての結論じたものは少ないようです。わを伝えたのは誰か                                      
緊急報告しました。しました。
【初に仏法を伝えた僧の名、およびその人出】ししそうしょう　とは、『三国史記』の次の記事です。古代に仏教を伝えたのは誰か                                      真実の古代史像を描き出す。を伝えたのは誰か                                      求めて』第一集(古田史学の会編、一九九六年三月による風化、それとも伝承す。一九九九年
五月による風化、それとも伝承すに仏教を伝えたのは誰か                                      明する上でも、この法脈の由緒こ石書店から復刻)　「師資」は、師匠と弟子のこと。 「相承」は、相手へと受け継ぐことで、「そうじょ仏教を伝えたのは誰か                                      伝えたのは誰か                                      来」戊午つちのえうま年伝承｣の秘密年伝えたのは誰か                                      承がない事です。の研究を　古賀達也(2019.12.15 改訂)
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